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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　基地局に関する複数のパラメータを備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を生成する
ことと、
　無認可無線周波数スペクトル帯域上のダウンリンクチャネルのリソースの第１のサブセ
ット内で前記ＳＩＢに関連付けられた制御チャネルを送信することと、
　前記ダウンリンクチャネルのリソースの第２のサブセット内で、前記ダウンリンクチャ
ネルの前記リソースの第１のサブセットのロケーションを示す情報を備える基準信号を送
信すること、ここにおいて、前記リソースの第２のサブセットは、前記リソースの第１の
サブセットとばらばらなものであり、前記基準信号内に含まれる前記情報は、前記リソー
スの第１のサブセットのロケーションにマップされ、前記ＳＩＢは、前記無認可無線周波
数スペクトル帯域のリソース内で送信される、と
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記リソースの第１のサブセットが、複数のリソースブロックを備え、前記情報が、前
記複数のリソースブロックのうちの１つまたは複数のリソースブロックのロケーションを
示す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記基準信号が、物理セル識別子（ＰＣＩ）を備え、前記１つまたは複数のリソースブ
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ロックが、前記ＰＣＩにマッピングされる、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記１つまたは複数のリソースブロックが、前記基準信号のタイミングに基づいてあら
かじめ決定される、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＳＩＢが、前記基地局に関連付けられたクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）免
除送信（ＣＥＴ）サブフレームの間に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信
される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　日和見的システム情報ブロック送信に関連付けられた非ＣＣＡ免除送信（非ＣＥＴ）サ
ブフレームの前にクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を行うことと、
　前記ＣＣＡが成功すると、前記非ＣＥＴサブフレーム上で前記ＳＩＢを送信することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数のパラメータが、システムフレーム番号（ＳＦＮ）を備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項８】
　前記基準信号が、無線フレームの長さを超える周期で送信される、請求項７に記載の方
法。
【請求項９】
　前記周期が、前記ＳＦＮを増分するための時間期間に対応する、請求項８に記載の方法
。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域のダウンリンクチャネルのリソースの第１のサブセッ
トを介して基準信号を受信すること、前記基準信号は、前記ダウンリンクチャネルのリソ
ースの第２のサブセットのロケーションを示す情報を備え、前記リソースの第２のサブセ
ットは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）に関連付けられた制御チャネルを備え、前記Ｓ
ＩＢは、基地局に関する複数のパラメータを備え、前記リソースの第１のサブセットは、
前記リソースの第２のサブセットとばらばらなものである、と、
　前記無免許周波数スペクトル帯域の前記ダウンリンクチャネルの前記リソースの第２の
サブセットの前記ロケーションに、前記基準信号内に含まれる前記情報をマッピングする
ことに少なくとも部分的に基づいて前記制御チャネルを受信することと、
　前記ＳＩＢに関連付けられた前記制御チャネルに少なくとも部分的に基づいて前記ＳＩ
Ｂを復号すること、ここにおいて、前記ＳＩＢは、前記無免許周波数スペクトル帯域のリ
ソース内で受信される、と
　を備える、方法。
【請求項１１】
　前記リソースの第２のサブセットが、複数のリソースブロックを備え、前記情報が、前
記複数のリソースブロックのうちの１つまたは複数のリソースブロックを示す、請求項１
０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記情報が、物理セル識別子（ＰＣＩ）を備え、前記複数のリソースブロックの前記第
２のサブセットが、前記ＰＣＩにマッピングされる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数のパラメータが、システムフレーム番号（ＳＦＮ）を備える、請求項１０に記
載の方法。
【請求項１４】
　前記基準信号が、無線フレームの長さを超える周期で送信される、請求項１３に記載の
方法。
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【請求項１５】
　前記周期が、前記ＳＦＮを増分するための時間期間に対応する、請求項１４に記載の方
法。
【請求項１６】
　前記復号することが、
　前記ＳＩＢの複数の送信を含む複数のリソースブロックを結合することと、
　前記ＳＩＢを生成するために前記結合された複数のリソースブロックを復号することと
を備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備え、前記プロセッサは、
　　基地局に関する複数のパラメータを備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を生成す
ることと、
　　無認可無線周波数スペクトル帯域を介してダウンリンクチャネルのリソースの第１の
サブセット内で前記ＳＩＢに関連付けられた制御チャネルを送信することと、
　　前記ダウンリンクチャネルのリソースの第２のサブセット内で、前記ダウンリンクチ
ャネルの前記リソースの第１のサブセットのロケーションを示す情報を備える基準信号を
送信すること、ここにおいて、前記リソースの第２のサブセットは、前記リソースの第１
のサブセットとばらばらなものであり、前記基準信号内に含まれる前記情報は、前記リソ
ースの第１のサブセットのロケーションにマップされ、前記ＳＩＢは、前記無認可無線周
波数スペクトル帯域のリソース内で送信される、と
　を行うように構成される、装置。
【請求項１８】
　前記リソースの第１のサブセットが、複数のリソースブロックを備え、前記情報が、前
記複数のリソースブロックのうちの１つまたは複数のリソースブロックのロケーションを
示す、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記基準信号が、物理セル識別子（ＰＣＩ）を備え、前記１つまたは複数のリソースブ
ロックが、前記ＰＣＩにマッピングされる、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数のリソースブロックが、前記基準信号のタイミングに基づいてあら
かじめ決定される、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記ＳＩＢが、前記基地局に関連付けられたクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）免
除送信（ＣＥＴ）サブフレームの間に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信
される、請求項１７に記載の装置。
【請求項２２】
　前記プロセッサは、
　日和見的システム情報ブロック送信に関連付けられた非ＣＣＡ免除送信（非ＣＥＴ）サ
ブフレームの前にクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を行うことと、
　前記ＣＣＡが成功すると、前記非ＣＥＴサブフレーム上で前記ＳＩＢを送信することと
　を行うようにさらに構成される、請求項１７に記載の装置。
【請求項２３】
　前記複数のパラメータが、システムフレーム番号（ＳＦＮ）を備える、請求項１７に記
載の装置。
【請求項２４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
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　前記プロセッサに結合されるメモリと
　を備え、前記プロセッサは、
　無認可無線周波数スペクトル帯域のダウンリンクチャネルのリソースの第１のサブセッ
トを介して基準信号を受信すること、前記基準信号は、前記ダウンリンクチャネルのリソ
ースの第２のサブセットのロケーションを示す情報を備え、前記リソースの第２のサブセ
ットは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）に関連付けられた制御チャネルを備え、前記Ｓ
ＩＢは、基地局に関する複数のパラメータを備え、前記リソースの第１のサブセットは、
前記リソースの第２のサブセットとばらばらなものである、と、
　前記無免許周波数スペクトル帯域の前記ダウンリンクチャネルの前記リソースの第２の
サブセットの前記ロケーションに、前記基準信号内に含まれる前記情報をマッピングする
ことに少なくとも部分的に基づいて前記制御チャネルを受信することと、
　前記ＳＩＢに関連付けられた前記制御チャネルに少なくとも部分的に基づいて前記ＳＩ
Ｂを復号すること、ここにおいて、前記ＳＩＢは、前記無免許周波数スペクトル帯域のリ
ソース内で受信される、と
　を行うように構成される、装置。
【請求項２５】
　前記リソースの第１のサブセットが、複数のリソースブロックを備え、前記情報が、前
記ＳＩＢに関連付けられた制御チャネルを備える前記複数のリソースブロックのサブセッ
トを示す、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記情報が、物理セル識別子（ＰＣＩ）を備え、前記複数のリソースブロックの前記第
２のサブセットが、前記ＰＣＩにマッピングされる、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記情報が、前記リソースブロックのサブセットのうちの１つまたは複数のリソースブ
ロックのロケーションを示す情報を備える、請求項２５に記載の装置。
【請求項２８】
　前記複数のパラメータが、システムフレーム番号（ＳＦＮ）を備える、請求項２４に記
載の装置。
【請求項２９】
　前記制御チャネルが、発展型物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）を備え、
前記基準信号が、発展型セル固有の基準信号（ｅＣＲＳ）を備え、前記ＳＩＢが、発展型
ＳＩＢ（ｅＳＩＢ）を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３０】
　前記基準信号内に含まれる前記情報が、前記ダウンリンクチャネルの前記リソースの第
１のサブセットの前記ロケーションを示す１つまたは複数のビットを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項３１】
　前記基準信号内に含まれる前記情報が、前記ダウンリンクチャネルの前記リソースの第
１のサブセットの前記ロケーションを示す１つまたは複数のビットを備える、請求項１０
に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１５年７月１日に出
願された「Ｃｅｌｌ　Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ　ｉｎ　ａ　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ　Ｕｓｉｎｇ　ａｎ　Ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｓｐ
ｅｃｔｒｕｍ　Ｂａｎｄ」と題するＭａｌｌａｄｉらによる米国特許出願第１４／７８９
，３０１号、および２０１４年７月３日に出願された「Ｃｅｌｌ　Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ　
ｉｎ　ａ　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｕｓｉｎｇ　ａｎ　Ｕｎｌｉｃｅｎｓｅ
ｄ　Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｂａｎｄ」と題するＭａｌｌ
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ａｄｉらによる米国仮特許出願第６２／０２０，８９７号の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示は、例えば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、無認可無
線周波数スペクトル帯域(unlicensed radio frequency spectrum band)で動作するシステ
ムにおけるセル発見に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング
、ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開され
ている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（Ｃ
ＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭ
Ａ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]　例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、各々が複数のワイヤレスデバ
イス（例えば、モバイルフォンまたはタブレットコンピュータ）のための通信を同時にサ
ポートする、いくつかの基地局を含み得る。基地局は、（例えば、基地局からワイヤレス
デバイスへの送信のために）ダウンリンクチャネル上で、および（例えば、ワイヤレスデ
バイスから基地局への送信のために）アップリンクチャネル上で、ワイヤレスデバイスと
通信し得る。
【０００５】
　[0005]　いくつかの通信モードは、セルラーネットワークの異なる無線周波数スペクト
ル帯域（例えば、認可無線周波数スペクトル帯域(licensed radio frequency spectrum b
and)または無認可無線周波数スペクトル帯域）を介したＵＥとの通信を可能にし得る。認
可無線周波数スペクトル帯域を使用するセルラーネットワークにおけるデータトラフィッ
クの増加に伴い、少なくともいくつかのデータトラフィックを無認可無線周波数スペクト
ル帯域にオフロードすることは、拡張されたデータ送信容量の機会をセルラー事業者に提
供し得る。無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスし、無認可無線周波数スペクトル
帯域を介して通信する前に、デバイスは、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセス
を求めて競合するために、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）手順を行い得る。ＬＢＴ手
順は、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能であるかどうかを決定する
ためにクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を行うことを含み得る。（例えば、別のデ
バイスが無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルをすでに使用しているので）無認可
無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能ではないと決定される場合、後で再びそ
のチャネルについてＣＣＡが行われ得る。チャネルが利用可能である場合、デバイスは、
チャネルを使用してデータを送信し始めることができる。データ送信は、セルを識別し、
セルのタイミングと他のパラメータとを決定するために使用され得る制御チャネル情報を
含み得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]　本開示は、例えば、無線フレーム内のシステム情報のロケーションを通信し、
送信からの情報を復号する前に複数の異なる送信が結合され得ることを示すための技法を
含む、無認可無線周波数スペクトル帯域を介したワイヤレス通信に関する。そのような情
報は、例えば、無認可無線周波数スペクトル帯域で送信するセルについてのタイミングと
様々なパラメータ情報とを決定するために、セル発見において使用され得る。情報は、い
くつかの例では、認可無線周波数スペクトル帯域を介してアンカーキャリアを送信する関
連するセルからの支援なしで取得され得る。
【０００７】
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　[0007]　いくつかの例では、システム情報ブロック（ＳＩＢ）は、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域上の制御チャネルを介して生成され、送信され得る。ＳＩＢを含み、受信機
がＳＩＢを復号し、ＳＩＢの送信機に関する情報を取得するために使用し得る、制御チャ
ネルの一部分を示す１つまたは複数の基準信号が、送信され得る。いくつかの例では、Ｓ
ＩＢは、変更され、複数の異なる送信において再び送信される前に、複数の異なる送信に
おいて送信され得る。いくつかの例では、ＳＩＢの受信および復号が成功する可能性を高
めるためにＳＩＢ送信の倍数が受信機によって結合され得ることを示す指示が送信される
。
【０００８】
　[0008]　例の第１のセットによれば、ワイヤレス通信の方法が説明され、方法は、基地
局に関する複数のパラメータを備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を生成することと
、無認可無線周波数スペクトル帯域上の制御チャネルを介してＳＩＢを送信することと、
ＳＩＢを含む制御チャネルの一部分を示す基準信号を送信することとを含む。
【０００９】
　[0009]　例の第１のセットによれば、ワイヤレス通信のための装置が説明され、装置は
、基地局に関する複数のパラメータを備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を生成する
ための手段と、無認可無線周波数スペクトル帯域上の制御チャネルを介してＳＩＢを送信
するための手段と、ＳＩＢを含む制御チャネルの一部分を示す基準信号を送信するための
手段とを含む。
【００１０】
　[0010]　例の第１のセットによれば、ワイヤレス通信のための装置が説明され、装置は
、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを
含む。命令は、基地局に関する複数のパラメータを備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ
：system information block）を生成し、無認可無線周波数スペクトル帯域上の制御チャ
ネルを介してＳＩＢを送信し、ＳＩＢを含む制御チャネルの一部分を示す基準信号を送信
するようにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００１１】
　[0011]　例の第１のセットによれば、非一時的コンピュータ可読媒体が説明され、非一
時的コンピュータ可読媒体は、ワイヤレス通信のためのコードを記憶し、コードは、基地
局に関する複数のパラメータを備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を生成し、無認可
無線周波数スペクトル帯域上の制御チャネルを介してＳＩＢを送信し、ＳＩＢを含む制御
チャネルの一部分を示す基準信号を送信するようにプロセッサによって実行可能な命令を
含む。
【００１２】
　[0012]　例の第１のセットの方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの態様では、制御チャネルは、複数のリソースブロックを含み得、基準信号は、ＳＩ
Ｂを含む複数のリソースブロックのサブセットを示し得る。特定の例では、基準信号は、
物理セル識別子（ＰＣＩ：physical cell identity）を含み得、複数のリソースブロック
のサブセットは、ＰＣＩにマッピングされる。いくつかの例では、複数のリソースブロッ
クのサブセットは、基準信号のタイミングに基づいてあらかじめ決定され得る。他の例で
は、基準信号は、リソースブロックのサブセットのロケーションを示す情報を含み得る。
【００１３】
　[0013]　例の第１のセットの方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの態様では、ＳＩＢは、基地局に関連付けられたクリアチャネルアセスメント（ＣＣ
Ａ）免除送信（ＣＥＴ）（clear channel assessment (CCA)-exempt transmission (CET)
）サブフレームの間に無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され得る。ＣＣＡは
、例えば、日和見的システム情報ブロック送信に関連付けられた非ＣＥＴサブフレームの
前に行われ得、ＳＩＢは、ＣＣＡが成功すると、非ＣＥＴサブフレーム上で送信され得る
。
【００１４】
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　[0014]　例の第１のセットの方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの態様では、パラメータは、システムフレーム番号（ＳＦＮ：system frame number
）を含み得る。基準信号は、いくつかの例では、例えば、ＳＦＮを増分するための時間期
間に対応し得る、無線フレームの長さを超える周期で送信され得る。
【００１５】
　[0015]　例の第２のセットによれば、基地局において、基地局からの複数のデータ送信
を復号する際に使用するためのシーケンスフレーム番号（ＳＦＮ）を備えるシステム情報
ブロック（ＳＩＢ）を生成することと、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して複数の
ＳＩＢ送信上でＳＩＢを送信することと、ＳＩＢを復号するためにＳＩＢ送信の２つ以上
が結合され得るという指示を送信することとを含む、ワイヤレス通信の方法が説明される
。
【００１６】
　[0016]　例の第２のセットによれば、ワイヤレス通信の装置が説明され、装置は、基地
局において、基地局からの複数のデータ送信を復号する際に使用するためのシーケンスフ
レーム番号（ＳＦＮ）を備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を生成するための手段と
、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して複数のＳＩＢ送信上でＳＩＢを送信するため
の手段と、ＳＩＢを復号するためにＳＩＢ送信の２つ以上が結合され得るという指示を送
信するための手段とを含む。
【００１７】
　[0017]　例の第２のセットによれば、ワイヤレス通信のための装置が説明され、装置は
、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを
含む。命令は、基地局において、基地局からの複数のデータ送信を復号する際に使用する
ためのシーケンスフレーム番号（ＳＦＮ）を備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を生
成し、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して複数のＳＩＢ送信上でＳＩＢを送信し、
ＳＩＢを復号するためにＳＩＢ送信の２つ以上が結合され得るという指示を送信するよう
にプロセッサによって実行可能であり得る。
【００１８】
　[0018]　例の第２のセットによれば、非一時的コンピュータ可読媒体が説明され、コン
ピュータ可読媒体は、ワイヤレス通信のためのコードを記憶し、コードは、基地局におい
て、基地局からの複数のデータ送信を復号する際に使用するためのシーケンスフレーム番
号（ＳＦＮ）を備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を生成し、無認可無線周波数スペ
クトル帯域を介して複数のＳＩＢ送信上でＳＩＢを送信し、ＳＩＢを復号するためにＳＩ
Ｂ送信の２つ以上が結合され得るという指示を送信するようにプロセッサによって実行可
能な命令を含む。
【００１９】
　[0019]　例の第２のセットの方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの態様では、ＳＩＢ送信の２つ以上が結合され得るという指示の送信は、ＳＦＮを増
分するための周期を決定することと、ＳＩＢ送信の各々について周期内の時間を決定する
ことと、ＳＩＢ送信の各々について、関連するＳＩＢ送信の周期内の時間を示す値を送信
することとを含み得る。値は、例えば、ＳＩＢ送信の各々についての周期内の時間を示す
冗長バージョン値を含み得る。いくつかの例では、ＳＩＢ送信は、時間的に均一に離間し
ている。
【００２０】
　[0020]　例の第２のセットの方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの態様では、ＳＩＢ送信の２つ以上が結合され得るという指示を送信することは、Ｓ
ＦＮを増分するための周期を決定することと、ＳＦＮを増分するための周期に対応するよ
うに基準信号周期を設定することと、ＳＦＮの増分に続く第１のＳＩＢ送信と同じサブフ
レームの間に基準信号を送信することとを含み得る。ＳＩＢの周期的な送信は、いくつか
の例では、時間的に均一に離間していないことがある。
【００２１】
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　[0021]　例の第２のセットの方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの態様では、ＳＩＢ送信の２つ以上が結合され得るという指示を送信することは、Ｓ
ＦＮを増分するための周期を決定することと、ＳＩＢ送信の各々について、関連するＳＩ
Ｂ送信の周期内の時間を示す値を送信することとを含み得る。指示は、例えば、ＳＩＢ送
信の各々に関連付けられた無線フレーム番号を示す冗長バージョン値を含み得る。いくつ
かの例では、指示は、ＳＦＮの増分に続く第１のＳＩＢ送信の送信の時間を含み得る。Ｓ
ＩＢ送信は、いくつかの例では、時間的に均一に離間していないことがある。
【００２２】
　[0022]　例の第２のセットの方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの態様では、ＳＩＢ送信の２つ以上が結合され得るという指示を送信することは、Ｓ
ＦＮを増分するための周期を決定することと、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ：ch
annel usage beacon signal）送信するための期間の間に、ＳＦＮを増分するためのタイ
ミングを示す値を送信することとを含み得る。ＳＦＮを増分するためのタイミングを示す
値は、例えば、ＣＵＢＳ送信において送信され得る。いくつかの例では、ＳＦＮを増分す
るためのタイミングを示す値は、ＣＵＢＳ送信と同じシンボル中に存在する制御チャネル
送信において送信される。ＳＩＢ送信は、いくつかの例では、時間的に均一に離間してい
ないことがある。
【００２３】
　[0023]　例の第３のセットによれば、ワイヤレス通信の方法が説明され、方法は、無認
可無線周波数スペクトル帯域を介して基準信号を受信することと、基準信号は、システム
情報ブロック（ＳＩＢ）を含む制御チャネルの一部分を示し、ＳＩＢは、基地局に関する
複数のパラメータを備える、制御チャネルを受信することと、ＳＩＢを含む制御チャネル
の示された部分に基づいてＳＩＢを復号することとを含む。
【００２４】
　[0024]　例の第３のセットによれば、ワイヤレス通信の装置が説明され、装置は、無認
可無線周波数スペクトル帯域を介して基準信号を受信するための手段と、基準信号は、シ
ステム情報ブロック（ＳＩＢ）を含む制御チャネルの一部分を示し、ＳＩＢは、基地局に
関する複数のパラメータを備える、制御チャネルを受信するための手段と、ＳＩＢを含む
制御チャネルの示された部分に基づいてＳＩＢを復号するための手段とを含む。
【００２５】
　[0025]　例の第３のセットによれば、ワイヤレス通信のための装置が説明され、装置は
、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを
含み、命令は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して基準信号を受信することと、基
準信号は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）を含む制御チャネルの一部分を示し、ＳＩＢ
は、基地局に関する複数のパラメータを備える、制御チャネルを受信することと、ＳＩＢ
を含む制御チャネルの示された部分に基づいてＳＩＢを復号することとを行うようにプロ
セッサによって実行可能である。
【００２６】
　[0026]　例の第３のセットによれば、非一時的コンピュータ可読媒体が説明され、コン
ピュータ可読媒体は、ワイヤレス通信のためのコードを記憶し、コードは、無認可無線周
波数スペクトル帯域を介して基準信号を受信することと、基準信号は、システム情報ブロ
ック（ＳＩＢ）を含む制御チャネルの一部分を示し、ＳＩＢは、基地局に関する複数のパ
ラメータを備える、制御チャネルを受信することと、ＳＩＢを含む制御チャネルの示され
た部分に基づいてＳＩＢを復号することとを行うようにプロセッサによって実行可能な命
令を備える。
【００２７】
　[0027]　例の第３のセットの方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの態様では、制御チャネルは、複数のリソースブロックを含み得、基準信号は、ＳＩ
Ｂを含む複数のリソースブロックのサブセットを示す。基準信号は、例えば、物理セル識
別子（ＰＣＩ）を含み得、複数のリソースブロックのサブセットは、ＰＣＩにマッピング
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される。基準信号は、いくつかの例では、リソースブロックのサブセットのロケーション
を示す情報を含み得る。いくつかの例では、パラメータは、システムフレーム番号（ＳＦ
Ｎ）を含み得る。基準信号は、いくつかの例では、ＳＦＮを増分するための時間期間に対
応し得る、無線フレームの長さを超える周期で送信され得る。いくつかの例では、復号す
ることは、ＳＩＢの複数の送信を含む複数のリソースブロックを結合することと、ＳＩＢ
を生成するために結合されたリソースブロックを復号することとを含み得る。
【００２８】
　[0028]　例の第４のセットによれば、ワイヤレス通信の方法が説明され、方法は、基地
局からの複数のデータ送信を復号する際に使用するためのシーケンスフレーム番号（ＳＦ
Ｎ）を備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を復号するために２つ以上の受信された送
信が結合され得るという指示を受信することと、２つ以上の受信された送信を結合するこ
とと、結合された送信に基づいてＳＩＢを復号することとを含む。
【００２９】
　[0029]　例の第４のセットによれば、ワイヤレス通信の装置が説明され、装置は、基地
局からの複数のデータ送信を復号する際に使用するためのシーケンスフレーム番号（ＳＦ
Ｎ）を備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を復号するために２つ以上の受信された送
信が結合され得るという指示を受信するための手段と、２つ以上の受信された送信を結合
するための手段と、結合された送信に基づいてＳＩＢを復号するための手段とを含む。
【００３０】
　[0030]　例の第４のセットによれば、ワイヤレス通信のための装置が説明され、装置は
、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを
含み、命令は、基地局からの複数のデータ送信を復号する際に使用するためのシーケンス
フレーム番号（ＳＦＮ）を備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を復号するために２つ
以上の受信された送信が結合され得るという指示を受信し、２つ以上の受信された送信を
結合し、結合された送信に基づいてＳＩＢを復号するようにプロセッサによって実行可能
である。
【００３１】
　[0031]　例の第４のセットによれば、非一時的コンピュータ可読媒体が説明され、コン
ピュータ可読媒体は、ワイヤレス通信のためのコードを記憶し、コードは、基地局からの
複数のデータ送信を復号する際に使用するためのシーケンスフレーム番号（ＳＦＮ）を備
えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を復号するために２つ以上の受信された送信が結合
され得るという指示を受信し、２つ以上の受信された送信を結合し、結合された送信に基
づいてＳＩＢを復号するようにプロセッサによって実行可能な命令を備える。
【００３２】
　[0032]　例の第４のセットの方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの態様はまた、ＳＦＮを増分するための周期を決定することを含み得、２つ以上の受
信された送信が結合され得るという指示は、ＳＩＢ送信の各々について、関連するＳＩＢ
送信の周期内の時間を示す値を備える。値は、例えば、ＳＩＢ送信の各々についての周期
内の時間を示す冗長バージョン値を含み得る。ＳＩＢ送信は、いくつかの例では、時間的
に均一に離間していることがある。
【００３３】
　[0033]　例の第４のセットの方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの態様では、ＳＩＢ送信の２つ以上が結合され得るという指示を受信することは、Ｓ
ＦＮを増分するための周期に対応する周期を有する基準信号を受信することを含み得る。
ＳＩＢの周期的な送信は、いくつかの例では、時間的に均一に離間していないことがある
。
【００３４】
　[0034]　例の第４のセットの方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの態様では、ＳＩＢ送信の２つ以上が結合され得るという指示を受信することは、Ｓ
ＩＢ送信の各々について、ＳＦＮを増分するための周期内の関連するＳＩＢ送信の時間を



(10) JP 6755861 B2 2020.9.16

10

20

30

40

50

示す値を受信することを含み得る。いくつかの例では、指示は、ＳＩＢ送信の各々に関連
付けられた無線フレーム番号を示す冗長バージョン値(redundancy version value)を含み
得る。特定の例では、指示は、ＳＦＮの増分に続く第１のＳＩＢ送信の送信の時間を含み
得る。ＳＩＢ送信は、いくつかの例では、時間的に均一に離間していないことがある。
【００３５】
　[0035]　例の第４のセットの方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの態様では、ＳＩＢ送信の２つ以上が結合され得るという指示を受信することは、チ
ャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）を送信するための期間の間に、ＳＦＮが増分された
時間を示す値を受信することを含み得る。ＳＦＮが増分された時間を示す値は、いくつか
の例では、ＣＵＢＳにおいて受信され得る。特定の例では、ＳＦＮが増分された時間を示
す値は、ＣＵＢＳと同じシンボル中に存在する制御チャネル送信において受信され得る。
いくつかの例では、ＳＩＢ送信は、時間的に均一に離間していない。
【００３６】
　[0036]　本発明の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによっ
て実現され得る。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し
得る。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それら
の同様の構成要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第
１の参照ラベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベル
にかかわらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能であ
る。
【００３７】
　[0037]　本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによっ
て実現され得る。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し
得る。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それら
の同様の構成要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第
１の参照ラベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベル
にかかわらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのブロック図。
【図２】本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用する異なる
シナリオの下でＬＴＥ（登録商標）／ＬＴＥ－Ａが展開されるワイヤレス通信システムを
示す図。
【図３】本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を介したワイヤレ
ス通信送信の一例を示す図。
【図４】本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を介した無線フレ
ームの間の様々な制御信号およびデータチャネルの送信を示す例示的なタイミング図。
【図５】本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を介したクリアチ
ャネルアセスメント（ＣＣＡ）免除送信（ＣＥＴ）サブフレーム間の様々なパラメータの
送信を示す例示的なタイミング図。
【図６】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフローチ
ャート。
【図７】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置のブロ
ック図。
【図８】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置のブロ
ック図。
【図９】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための別の装置の
ブロック図。
【図１０】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのワイヤレ
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スデバイス（例えば、１つまたは複数の基地局と通信することが可能なＵＥ）のブロック
図。
【図１１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局（
例えば、ｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）のブロック図。
【図１２】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャート。
【図１３】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャート。
【図１４】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャート。
【図１５】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャート。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　[0053]　無認可無線周波数スペクトル帯域を介したアップリンク送信およびダウンリン
ク送信のための競合ベースのチャネルアクセスを得る際に使用するためのセル発見のため
の技法が説明される。いくつかの例では、無認可無線周波数スペクトル帯域は、セルラー
通信（例えば、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）通信またはＬＴＥアドバンスト
（ＬＴＥ－Ａ）通信）のために使用され得る。いくつかの例では、無認可無線周波数スペ
クトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域が少なくとも部分的にＷｉ－Ｆｉ（登録商標）
用途などの無認可用途に利用可能であるので、装置がアクセスを求めて競合し得る、無線
周波数スペクトル帯域であり得る。
【００４０】
　[0054]　認可無線周波数スペクトル帯域を使用するセルラーネットワークにおけるデー
タトラフィックの増加に伴い、少なくともいくつかのデータトラフィックを無認可無線周
波数スペクトル帯域にオフロードすることは、拡張されたデータ送信容量の機会をセルラ
ー事業者（例えば、パブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）またはＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａネットワークなどのセルラーネットワークを定義する基地局の協調セットの事
業者）に提供し得る。無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスし、無認可無線周波数
スペクトル帯域を介して通信する前に、送信装置は、いくつかの例では、無認可無線周波
数スペクトル帯域にアクセスするために、ＬＢＴ手順を行い得る。そのようなＬＢＴ手順
は、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能であるかどうかを決定するた
めに（いくつかの例では、拡張ＣＣＡを含む）ＣＣＡを行うことを含み得る。チャネルが
利用可能ではないと決定されると、後で再びそのチャネルについてＣＣＡが行われ得る。
【００４１】
　[0055]　様々な開示される技法は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信され
た１つまたは複数の同期信号、基準信号、制御チャネル、または共有チャネルを使用して
、送信されるべきシステム情報を決定し得る。そのようなシステム情報は、例えば、シン
ボルタイミング、スロットタイミング、サブフレームタイミング、無線フレームタイミン
グ、システムフレーム番号（ＳＦＮ）タイミング、送信セルの物理セルＩＤ（ＰＣＩ）、
送信セルのセルグローバルＩＤ（ＣＧＩ：cell global ID）、送信セルのセルアクセスパ
ラメータ、またはＬＢＴパラメータのうちの１つまたは複数を識別するための情報を含み
得る。いくつかの例では、１つまたは複数の信号は、無線フレーム内のシステム情報のロ
ケーション、または送信からの情報を復号する前に複数の異なる送信が結合され得るとい
う指示を通信し得る。情報は、いくつかの例では、認可無線周波数スペクトル帯域を介し
てアンカーキャリアを送信する関連するセルからの支援なしで取得され得る。
【００４２】
　[0056]　いくつかの例では、システム情報ブロック（ＳＩＢ）は、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域上の制御チャネルを介して生成され、送信され得る。ＳＩＢを含み、受信機
がＳＩＢを復号し、ＳＩＢの送信機に関する情報を取得するために使用し得る、制御チャ
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ネルの一部分を示す１つまたは複数の基準信号が、送信され得る。いくつかの例では、Ｓ
ＩＢは、変更され、複数の異なる送信において再び送信される前に、複数の異なる送信に
おいて送信され得る。いくつかの例では、ＳＩＢの受信および復号が成功する可能性を高
めるために複数のＳＩＢ送信が受信機によって結合され得ることを示す指示が送信される
。
【００４３】
　[0057]　本明細書で説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、
ＳＣ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムに使用され得
る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。
ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）
などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００規格と、ＩＳ－９５
規格と、ＩＳ－８５６規格とをカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般
に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は
、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）などと
呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変
形形態とを含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登
録商標））などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロ
ードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ
Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０
２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡお
よびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ
）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および
ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリー
スである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、
「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載
されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェク
ト２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明される
技法は、上述のシステムおよび無線技術、並びに他のシステムおよび無線技術に使用され
得る。しかしながら、以下の説明は、例としてＬＴＥシステムについて説明し、以下の説
明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ用途以外に適用可能であ
る。
【００４４】
　[0058]　以下の説明は例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用
可能性、または例を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱することな
く、説明される要素の機能および配置において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様
々な手順または構成要素を省略、置換、または追加し得る。例えば、説明される方法は、
説明される順序とは異なる順序で行われ得、様々なステップが追加、省略、または組み合
わされ得る。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例において組み合わさ
れ得る。
【００４５】
　[0059]　図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００のブロッ
ク図を示す。ワイヤレス通信システム１００は、複数の基地局１０５（例えば、１つまた
は複数のｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）と、いくつかのワイヤレスデバイス
１１５（例えば、ユーザ機器（ＵＥ））と、コアネットワーク１３０とを含み得る。基地
局１０５のうちのいくつかは、様々な例ではコアネットワーク１３０の一部または基地局
１０５のうちのいくつかであり得る、基地局コントローラ（図示せず）の制御下でワイヤ
レスデバイス１１５と通信し得る。基地局１０５のうちのいくつかは、バックホール１３
２を通じてコアネットワーク１３０と制御情報またはユーザデータを通信し得る。いくつ
かの例では、基地局１０５のうちのいくつかは、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンク
であり得るバックホールリンク１３４を介して、直接または間接的にのいずれかで、互い
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と通信し得る。ワイヤレス通信システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形
信号）上での動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時
に被変調信号を送信できる。例えば、各通信リンク１２５は、様々な無線技術に従って変
調されたマルチキャリア信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリア上で送られ得
、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなど
を搬送し得る。
【００４６】
　[0060]　基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してワイヤレスデバイ
ス１１５とワイヤレス通信し得る。基地局１０５の各々は、それぞれのカバレージエリア
１１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１０５は、アクセスポイ
ント、基地トランシーバ局（ＢＴＳ）、無線基地局、無線トランシーバ、基本サービスセ
ット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）
、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）アクセスポイント、ＷｉＦｉノード、または何らかの他の適切な用語で呼ばれること
がある。基地局１０５のためのカバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分の
みを構成するセクタに分割され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの
基地局１０５（例えば、マクロ基地局、マイクロ基地局、またはピコ基地局）を含み得る
。基地局１０５はまた、セルラーまたはＷＬＡＮ無線アクセス技術などの異なる無線技術
を利用し得る。基地局１０５は、同じまたは異なるアクセスネットワークまたは事業者展
開（例えば、本明細書ではまとめて「事業者」と呼ばれる）に関連付けられ得る。同じも
しくは異なるタイプの基地局１０５のカバレージエリアを含み、同じもしくは異なる無線
技術を利用し、または同じもしくは異なるアクセスネットワークに属する、異なる基地局
１０５のカバレージエリアは重複し得る。
【００４７】
　[0061]　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通
信システム（またはネットワーク）を含み得、そのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信システムは、
認可無線周波数スペクトル帯域（例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用できる認可無線
周波数スペクトル帯域など、無線周波数スペクトル帯域が特定の用途のために特定のユー
ザに認可されているので、装置がアクセスを求めて競合しない無線周波数スペクトル帯域
）または無認可無線周波数スペクトル帯域（例えば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－
Ｆｉ用途などの無認可用途のために利用可能であるので、装置がアクセスを求めて競合し
得る無線周波数スペクトル帯域）における１つまたは複数の動作モードまたは展開をサポ
ートし得る。他の例では、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとは異
なる１つまたは複数のアクセス技術を使用してワイヤレス通信をサポートし得る。ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ通信システムでは、発展型ノードＢまたはｅＮＢという用語は、例えば、基
地局１０５の複数またはグループを表すために使用され得る。
【００４８】
　[0062]　競合ベースのチャネルアクセスを使用する例では、基地局１０５またはワイヤ
レスデバイス１１５は、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用して接続を確立する際に
使用するためのパラメータを生成および送信するための１つまたは複数の技法を用い得る
。いくつかの例では、ＳＩＢは、無認可無線周波数スペクトル帯域上の制御チャネルを介
して生成され、送信され得る。受信機がＳＩＢを復号し、ＳＩＢを送信する基地局１０５
に関する情報を取得するために使用し得るように、ＳＩＢを含む制御チャネルの一部分を
示す１つまたは複数の基準信号が、送信され得る。いくつかの例では、ＳＩＢは、変更さ
れ、複数の異なる送信において再び送信される前に、複数の異なる送信において送信され
得る。いくつかの例では、ＳＩＢの受信および復号が成功する可能性を高めるために複数
のＳＩＢ送信がワイヤレスデバイス１１５によって結合され得ることを示す指示が送信さ
れる。いくつかの例では、そのようなセル関連の情報の送信に関するタイミングおよび他
のパラメータは、認可無線周波数帯域を介してアンカーキャリアを送信する関連する基地
局１０５によるプロバイドであり得る。他の例では、セル関連の情報の発見は、認可無線
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周波数スペクトル帯域を介した送信によって支援されないことがある。そのような技法の
様々な例が、以下でより詳細に説明される。
【００４９】
　[0063]　ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの基地局１０５が様々な地理
的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであるか、またはそ
れを含み得る。例えば、各基地局１０５は、マクロセル、ピコセルまたはフェムトセルな
どのスモールセル、または他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。ピコセル、フ
ェムトセル、または他のタイプのセルなどのスモールセルは、低電力ノードすなわちＬＰ
Ｎを含み得る。マクロセルは、例えば、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロ
メートル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無
制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、例えば、比較的より小さい地理的エリアをカ
バーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを
可能にし得る。また、フェムトセルは、例えば、比較的小さい地理的エリア（例えば、自
宅）をカバーし、無制限アクセスに加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（例えば
、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザ
のためのＵＥなど）による制限付きアクセスも与え得る。マクロセルのためのｅＮＢは、
マクロｅＮＢと呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ばれる
ことがある。また、フェムトセルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ
と呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（例えば、２つ、３つ、４つなどの
）セルをサポートし得る。
【００５０】
　[0064]　コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（例えば、Ｓ１アプリケーシ
ョンプロトコルなど）を介して基地局１０５と通信し得る。基地局１０５はまた、バック
ホールリンク１３４（例えば、Ｘ２アプリケーションプロトコルなど）を介して、または
バックホール１３２を介して（例えば、コアネットワーク１３０を通じて）、（例えば、
直接または間接的に）互いと通信し得る。ワイヤレス通信システム１００は、同期動作ま
たは非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミング
またはゲーティングタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は時間的にほぼ整合さ
れ得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミングまたはゲーティングタイ
ミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されないことがある。
【００５１】
　[0065]　ワイヤレスデバイス１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって
分散されていることがある。ワイヤレスデバイス１１５は、当業者によって、ＵＥ、モバ
イルデバイス、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニ
ット、リモートユニット、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者
局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユー
ザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の適切な用語
で呼ばれることもある。ワイヤレスデバイス１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（
ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレ
ットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、時計または眼鏡など
のウェアラブルアイテム、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ワイ
ヤレスデバイス１１５は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通
信することが可能であり得る。ワイヤレスデバイス１１５はまた、セルラーもしくは他の
ＷＷＡＮアクセスネットワーク、またはＷＬＡＮアクセスネットワークなど、異なるタイ
プのアクセスネットワークを介して通信することが可能であり得る。ワイヤレスデバイス
１１５とのいくつかの通信モードでは、通信は複数の通信リンク１２５またはチャネル（
すなわち、コンポーネントキャリア）を介して行われ得、各チャネルは、ワイヤレスデバ
イス１１５といくつかのセル（例えば、サービングセル、これらのセルは場合によっては
同じまたは異なる基地局１０５によって動作され得る）のうちの１つとの間のコンポーネ
ントキャリアを使用する。
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【００５２】
　[0066]　各コンポーネントキャリアは、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無
線周波数スペクトル帯域を介して提供され得、特定の通信モードで使用されるコンポーネ
ントキャリアのセットは、全て（例えば、ワイヤレスデバイス１１５において）認可無線
周波数スペクトル帯域を介して、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、または認可
無線周波数スペクトル帯域と無認可無線周波数スペクトル帯域の組合せを介して受信され
得る。
【００５３】
　[0067]　ワイヤレス通信システム１００において示される通信リンク１２５は、アップ
リンク（ＵＬ）通信（例えば、ワイヤレスデバイス１１５から基地局１０５への送信）を
搬送するための（コンポーネントキャリアを使用する）アップリンクチャネルまたはダウ
ンリンク（ＤＬ）通信（例えば、基地局１０５からワイヤレスデバイス１１５への送信）
を搬送するための（コンポーネントキャリアを使用する）ダウンリンクチャネルを含み得
る。ＵＬ通信または送信は逆方向リンク通信または送信と呼ばれることもあり、ＤＬ通信
または送信は順方向リンク通信または送信と呼ばれることもある。ダウンリンク通信また
はアップリンク通信は、認可無線周波数スペクトル帯域、無認可無線周波数スペクトル帯
域、またはその両方を使用して行われ得る。
【００５４】
　[0068]　ワイヤレス通信システム１００のいくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、
無認可無線周波数スペクトル帯域を使用する異なるシナリオの下で展開され得る。展開シ
ナリオは、認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信
が無認可無線周波数スペクトル帯域にオフロードされ得る補助ダウンリンクモード、ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信とＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク通信の両方が認可無
線周波数スペクトル帯域から無認可無線周波数スペクトル帯域にオフロードされ得るキャ
リアアグリゲーションモード、または、基地局１０５とワイヤレスデバイス１１５との間
のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信およびＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク通信が無
認可無線周波数スペクトル帯域において行われ得るスタンドアロンモードを含み得る。基
地局１０５並びにワイヤレスデバイス１１５は、いくつかの例では、これらまたは同様の
動作モードのうちの１つまたは複数をサポートし得る。ＯＦＤＭＡ波形は、認可無線周波
数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダ
ウンリンク通信のための通信リンク１２５において使用され得、ＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－
ＦＤＭＡ波形またはリソースブロックインターリーブＦＤＭＡ波形は、認可無線周波数ス
ペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップ
リンク通信のための通信リンク１２５において使用され得る。
【００５５】
　[0069]　図２は、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用
する異なるシナリオの下でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが展開されるワイヤレス通信システム２０
０を示す。より詳細には、図２は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが無認可無線周波数スペクトル帯
域を使用して展開される、補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、
およびスタンドアロンモードの例を示す。ワイヤレス通信システム２００は、図１を参照
しながら説明されたワイヤレス通信システム１００の部分の一例であり得る。さらに、第
１の基地局２０５および第２の基地局２０５－ａは、図１を参照しながら説明された基地
局１０５のうちの１つまたは複数の態様の例であり得、第１のワイヤレスデバイス２１５
、第２のワイヤレスデバイス２１５－ａ、第３のワイヤレスデバイス２１５－ｂ、および
第４のワイヤレスデバイス２１５－ｃは、図１を参照しながら説明されたワイヤレスデバ
イス１１５のうちの１つまたは複数の態様の例であり得る。
【００５６】
　[0070]　ワイヤレス通信システム２００における補助ダウンリンクモードの例では、第
１の基地局２１５は、ダウンリンクチャネル２２０を使用して第１のワイヤレスデバイス
２５５にＯＦＤＭＡ波形を送信し得る。ダウンリンクチャネル２２０は、無認可無線周波
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数スペクトル帯域における周波数Ｆ１に関連付けられ得る。第１の基地局２０５は、第１
の双方向リンク２２５を使用して第１のワイヤレスデバイス２１５にＯＦＤＭＡ波形を送
信し得、第１の双方向リンク２２５を使用して第１のワイヤレスデバイス２１５からＳＣ
－ＦＤＭＡ波形を受信し得る。第１の双方向リンク２２５は、認可無線周波数スペクトル
帯域における周波数Ｆ４に関連付けられ得る。無認可無線周波数スペクトル帯域における
ダウンリンクチャネル２２０および認可無線周波数スペクトル帯域における第１の双方向
リンク２２５は、同時に動作し得る。ダウンリンクチャネル２２０は、第１の基地局２０
５にダウンリンク容量のオフロードを提供し得る。いくつかの例では、ダウンリンクチャ
ネル２２０は、（例えば、１つのワイヤレスデバイスに宛てられた）ユニキャストサービ
スのために、または（例えば、いくつかのワイヤレスデバイスに宛てられた）マルチキャ
ストサービスのために使用され得る。このシナリオは、認可無線周波数スペクトルを使用
し、トラフィックまたはシグナリングの輻輳の一部を緩和することを望む任意のサービス
プロバイダ（例えば、モバイルネットワーク事業者（ＭＮＯ））に対して生じ得る。特定
の例では、様々な基準信号およびシステム情報の送信のためのタイミングは、第１の双方
向リンク２２５とダウンリンクチャネル２２０との間で同期し、第１のワイヤレスデバイ
ス２１５が、ダウンリンクチャネルに関連付けられたタイミングのために第１の双方向リ
ンク２２５のタイミングに依拠することを可能にし得る。
【００５７】
　[0071]　ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの１
つの例では、第１の基地局２０５は、第２の双方向リンク２３０を使用して第２のワイヤ
レスデバイス２１５－ａにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第２の双方向リンク２３０を使用
して第２のワイヤレスデバイス２１５－ａからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、ま
たはリソースブロックインターリーブＦＤＭＡ波形を受信し得る。第２の双方向リンク２
３０は、無認可無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ１に関連付けられ得る。第１
の基地局２０５はまた、第３の双方向リンク２３５を使用して第２のワイヤレスデバイス
２１５－ａにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第３の双方向リンク２３５を使用して第２のワ
イヤレスデバイス２１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信し得る。第３の双方向リンク
２３５は、認可無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ２に関連付けられ得る。第２
の双方向リンク２３０は、第１の基地局２０５にダウンリンク容量およびアップリンク容
量のオフロードを提供し得る。上記で説明された補助ダウンリンクのように、このシナリ
オは、認可無線周波数スペクトルを使用し、トラフィックまたはシグナリングの輻輳の一
部を緩和することを望む、任意のサービスプロバイダ（例えば、ＭＮＯ）に対して生じ得
る。
【００５８】
　[0072]　特定の例では、様々な基準信号およびシステム情報の送信のためのタイミング
は、第３の双方向リンク２３５と第２の双方向リンク２３０との間で同期し、第２のワイ
ヤレスデバイス２１５－ａが、第２の双方向リンク２３０に関連付けられたタイミングを
取得するために第３の双方向リンク２３５のタイミングに依拠することを可能にし得る。
他の例では、第３の双方向リンク２３５は、第２の双方向リンク２３０と同期しないこと
があり、従って、第２のワイヤレスデバイス２１５－ａは、認可無線周波数スペクトル帯
域を使用する基地局２０５からの送信の支援なしに、システム情報とシステム情報の送信
のためのタイミングとを取得し得る。そのようなシステム情報は、例えば、シンボルタイ
ミング、スロットタイミング、サブフレームタイミング、無線フレームタイミング、シス
テムフレーム番号（ＳＦＮ）タイミング、送信セルの物理セルＩＤ（ＰＣＩ）、送信セル
のセルグローバルＩＤ（ＣＧＩ）、送信セルのセルアクセスパラメータ、またはＬＢＴパ
ラメータのうちの１つまたは複数を識別するための情報を含み得る。
【００５９】
　[0073]　ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの別
の例では、第１の基地局２０５は、第４の双方向リンク２４０を使用して第３のワイヤレ
スデバイス２１５－ｂにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第４の双方向リンク２４０を使用し
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て第３のワイヤレスデバイス２１５－ｂからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、また
はリソースブロックインターリーブ波形を受信し得る。第４の双方向リンク２４０は、無
認可無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ３に関連付けられ得る。第１の基地局２
０５はまた、第５の双方向リンク２４５を使用して第３のワイヤレスデバイス２１５－ｂ
にＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第５の双方向リンク２４５を使用して第３のワイヤレスデ
バイス２１５－ｂからＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信し得る。第５の双方向リンク２４５は、
認可無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ２に関連付けられ得る。第４の双方向リ
ンク２４０は、第１の基地局２０５にダウンリンク容量およびアップリンク容量のオフロ
ードを提供し得る。
【００６０】
　[0074]　第２のワイヤレスデバイス２１５－ａに関して説明されたのと同様に、特定の
例では、様々な基準信号およびシステム情報の送信のためのタイミングは、第５の双方向
リンク２４５と第４の双方向リンク２４０との間で同期し、第３のワイヤレスデバイス２
１５－ｂが、第４の双方向リンク２４０に関連付けられたタイミングを取得するために第
５の双方向リンク２４５のタイミングに依拠することを可能にし得る。他の例では、第５
の双方向リンク２４５は、第４の双方向リンク２４０と同期しないことがあり、従って、
第３のワイヤレスデバイス２１５－ｂは、認可無線周波数スペクトル帯域を使用する基地
局２０５からの送信の支援なしに、システム情報とシステム情報の送信のためのタイミン
グとを取得し得る。そのようなシステム情報は、例えば、シンボルタイミング、スロット
タイミング、サブフレームタイミング、無線フレームタイミング、システムフレーム番号
（ＳＦＮ）タイミング、送信セルの物理セルＩＤ（ＰＣＩ）、送信セルのセルグローバル
ＩＤ（ＣＧＩ）、送信セルのセルアクセスパラメータ、またはＬＢＴパラメータのうちの
１つまたは複数を識別するための情報を含み得る。この例および上記で与えられた例は説
明のために提示され、容量オフロードのために認可無線周波数スペクトルにおけるＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａと無認可アクセス無線周波数スペクトルにおけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを組み
合わせる他の同様の動作モードまたは展開シナリオが存在し得る。
【００６１】
　[0075]　上記で説明されたように、無認可アクセス無線周波数スペクトルにおけるＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａを使用することによって提供される容量オフロードから恩恵を受け得る１
つのタイプのサービスプロバイダは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可無線周波数スペクトル帯域
へのアクセス権を有する従来のＭＮＯである。これらのサービスプロバイダの場合、運用
上の例は、認可無線周波数スペクトル帯域上のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ１次コンポーネントキ
ャリア（ＰＣＣ）と、無認可無線周波数スペクトル帯域上の少なくとも１つの２次コンポ
ーネントキャリア（ＳＣＣ）とを使用するブートストラップモード（例えば、補助ダウン
リンク、キャリアアグリゲーション）を含み得る。
【００６２】
　[0076]　キャリアアグリゲーションモードでは、データおよび制御は、例えば、（例え
ば、第１の双方向リンク２２５、第３の双方向リンク２３５、および第５の双方向リンク
２４５を介して）認可無線周波数スペクトルにおいて通信され得るが、データは、例えば
、（例えば、第２の双方向リンク２３０および第４の双方向リンク２４０を介して）無認
可無線周波数スペクトル帯域において通信され得る。無認可アクセス無線周波数スペクト
ルを使用するときにサポートされるキャリアアグリゲーション機構は、ハイブリッド周波
数分割複信－時分割複信（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲーション、またはコンポー
ネントキャリアにわたって異なる対称性を伴うＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーション
の範疇に入り得る。
【００６３】
　[0077]　ワイヤレス通信システム２００におけるスタンドアロンモードの１つの例では
、第２の基地局２０５－ａは、双方向リンク２５０を使用して第４のワイヤレスデバイス
２１５－ｃにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、双方向リンク２５０を使用して第４のワイヤレ
スデバイス２１５－ｃからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、またはリソースブロッ
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クインターリーブＦＤＭＡ波形を受信し得る。双方向リンク２５０は、無認可無線周波数
スペクトル帯域における周波数Ｆ３に関連付けられ得る。スタンドアロンモードは、スタ
ジアム内アクセス（例えば、ユニキャスト、マルチキャスト）などの非従来型ワイヤレス
アクセスシナリオにおいて使用され得る。この動作モードのためのサービスプロバイダの
タイプの一例は、認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを有しない、スタジアム所
有者、ケーブル会社、イベント主催者、ホテル、企業、または大会社であり得る。
【００６４】
　[0078]　スタンドアロンモードでの様々な基準信号およびシステム情報の送信のための
タイミングは、認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信されるいかなる信号とも同期
しないことがある。従って、第４のワイヤレスデバイス２１５－ｃは、認可無線周波数ス
ペクトル帯域を使用する基地局２０５－ａまたは他の基地局からの送信の支援なしに、シ
ステム情報とシステム情報の送信のためのタイミングとを取得し得る。そのようなシステ
ム情報は、例えば、シンボルタイミング、スロットタイミング、サブフレームタイミング
、無線フレームタイミング、システムフレーム番号（ＳＦＮ）タイミング、送信セルの物
理セルＩＤ（ＰＣＩ）、送信セルのセルグローバルＩＤ（ＣＧＩ）、送信セルのセルアク
セスパラメータ、またはＬＢＴパラメータのうちの１つまたは複数を識別するための情報
を含み得る。いくつかの例では、システム情報は、無認可無線周波数スペクトル帯域上の
双方向リンク２５０上の制御チャネルを介して生成され、送信され得る。システム情報を
含む制御チャネルの一部分を示す１つまたは複数の基準信号が送信され得、第４のワイヤ
レスデバイス２１５－ｃは、システム情報を復号するために、この情報を使用し得る。い
くつかの例では、情報は、変更され、複数の異なる送信において再び送信される前に、複
数の異なる送信において送信され得る。いくつかの例では、システム情報の受信および復
号が成功する可能性を高めるためにシステム情報送信の倍数が第４のワイヤレスデバイス
２１５－ｃによって結合され得ることを示す指示が送信され得る。
【００６５】
　[0079]　いくつかの例では、図１もしくは図２を参照しながら説明された基地局１０５
、２０５、もしくは２０５－ａのうちの１つ、または図１もしくは図２を参照しながら説
明されたワイヤレスデバイス１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、もしくは２１５
－ｃのうちの１つなどの送信装置は、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルに（例
えば、無認可無線周波数スペクトル帯域の物理チャネルに）アクセスするためにゲーティ
ング間隔を使用し得る。ゲーティング間隔は、欧州電気通信標準化機構（ＥＴＳＩ）（Ｅ
Ｎ３０１　８９３）において指定されているＬＢＴプロトコルに少なくとも部分的に基づ
くＬＢＴプロトコルの競合ベースプロトコルの適用を定義し得る。ＬＢＴプロトコルの適
用を定義するゲーティング間隔を使用するとき、ゲーティング間隔は、送信装置がクリア
チャネルアセスメント（ＣＣＡ）などの競合手順をいつ行うべきかを示し得る。ＣＣＡの
結果は、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルが（ＬＢＴ無線フレームまたはＣＣ
Ａフレームとも呼ばれる）ゲーティング間隔のために利用可能であるか使用中であるかを
送信デバイスに示し得る。チャネルが対応するＬＢＴ無線フレームのために利用可能（例
えば、使用のために「クリア」）であることをＣＣＡが示すとき、送信装置は、ＬＢＴ無
線フレームの一部または全部の間に無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルを予約ま
たは使用し得る。そのような技法に従って動作する送信装置は、いくつかの例では、フレ
ームベース機器（ＦＢＥ）と呼ばれることがある。チャネルが利用可能ではないこと（例
えば、チャネルが別の装置によって使用中であるか予約済みであること）をＣＣＡが示す
とき、送信装置は、ＬＢＴ無線フレームの間にチャネルを使用することを妨げられ得る。
【００６６】
　[0080]　図３は、特定のＴＤＤ構成のための複数のサブフレーム３１０を定義する無線
フレーム３０５の図３００を示す。図３では、無線フレーム３０５は、１０個のサブフレ
ーム３１０を含み、サブフレーム０、１、２、３、４、および５は、ダウンリンク（Ｄ）
サブフレームであり、サブフレーム６は、スペシャル（Ｓ）サブフレーム（短縮ダウンリ
ンクサブフレーム３１５と、拡張ＣＣＡ（ｅＣＣＡ）サブフレーム３２０と、アップリン
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クチャネル使用ビーコン信号（Ｕ－ＣＵＢＳ）サブフレーム３２５とを含む）であり、サ
ブフレーム７および８は、アップリンク（Ｕ）サブフレームであり、サブフレーム９は、
別のスペシャル（Ｓ’）サブフレーム（短縮アップリンクサブフレーム３３０と、ｅＣＣ
Ａサブフレーム３３５と、（ダウンリンクチャネル使用ビーコン信号）Ｄ－ＣＵＢＳサブ
フレーム３４０とを含む）である。
【００６７】
　[0081]　図４は、図４００を無線フレーム４０５のいくつかのサブフレーム４１０に関
してより詳細に示す。無線フレーム４０５は、図３を参照しながら上記で説明された無線
フレーム３０５の一例であり得る。より具体的には、図４は、１つまたは複数の同期信号
４１５（例えば、発展型１次同期信号（ｅＰＳＳ）、発展型１次同期信号（ｅＳＳＳ）、
またはそれらの組合せ）、および発展型共通基準（ｅＣＲＳ）信号４２０の周波数および
時間におけるロケーションを示す。いくつかの例では、ｅＰＳＳ／ｅＳＳＳ４１５、およ
びｅＣＲＳ４２０の信号は、以下でより詳細に説明されるように、８０ミリ秒ごとにダウ
ンリンクＣＣＡ免除送信（Ｄ－ＣＥＴ）フレーム中のサブフレーム０において送信され得
る。加えて、これらの信号は、ｅＣＣＡの成功に基づいて非ＣＥＴサブフレームの間に日
和見的に与えられ得る（すなわち、これらの信号は、送信機がチャネルを取得するのに成
功した非ＣＥＴサブフレームにおいて与えられ得る）。
【００６８】
　[0082]　図４に示されるように、いくつかの例では、ｅＰＳＳ／ｅＳＳＳ４１５、およ
びｅＣＲＳ４２０は、サブフレーム０および５（ｍｏｄ　１０）において日和見的に与え
られ得る。より詳細には、図４は、いくつかの例では、ｅＰＳＳが、サブフレーム０また
は５（ｍｏｄ　１０）のシンボル０中の６個の中央のリソースブロック（ＲＢ）において
与えられ、ｅＳＳＳが、サブフレーム０または５（ｍｏｄ　１０）のシンボル１中の６個
の中央のＲＢにおいて与えられ、ｅＰＳＳ／ｅＳＳＳ４１５が、シンボル、スロット、ま
たは無線フレーム境界情報とともに物理セル識別（ＰＣＩ）を与えることを示す。図４は
また、いくつかの例では、ｅＣＲＳ４２０が、発展型物理ダウンリンク制御チャネル（ｅ
ＰＤＣＣＨ）、発展型物理ダウンリンク共有チャネル（ｅＰＤＳＣＨ）、および発展型物
理マルチキャストチャネル（ｅＰＭＣＨ）とともにサブフレーム０または５（ｍｏｄ　１
０）のシンボル０、１、７、および８において与えられ、これらの構成要素が、これらの
シンボル中のコンポーネントキャリア全体にまたがり、ｅＣＲＳ４２０が、ＰＣＩ情報を
与えることを示す。特定の例では、ｅＣＲＳ４２０は、図１または図２のワイヤレスデバ
イス１１５または２１５などのワイヤレスデバイスが、ｅＣＲＳ４２０のシーケンスの周
期に基づいてシステムフレーム番号（ＳＦＮ）タイミングを決定できるように、ＳＦＮタ
イミングを暗黙的に示し得る。ｅＣＲＳ４２０のシーケンスは、いくつかの例では（例え
ば、スタンドアロンモードで）８０ミリ秒の周期を有し得、無線フレーム中のサブフレー
ム１～４、６～９においてパンクチャされ得る。サブフレームの他のシンボル（２～６お
よび９～１３）では、ｅＰＤＣＣＨ、ｅＰＤＳＣＨ、およびｅＰＭＣＨ情報はコンポーネ
ントキャリアを介して与えられ得る。
【００６９】
　[0083]　図５は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介したＣＣＡ免除送信（ＣＥＴ）
サブフレーム５０５の間の複数のパラメータの送信を示すタイミング図５００を示す。パ
ラメータは、基地局、ＵＥ、基地局とＵＥとの間の送信などに関し得、発展型システム情
報ブロック（ｅＳＩＢ）（単にシステム情報ブロックまたはＳＩＢと呼ばれることもある
）、発展型１次および２次同期信号（ｅＰＳＳ、ｅＳＳＳ）（図１または図２に関して上
記で説明された基地局１０５または２０５などの基地局において生成され得る）、発展型
共通またはセル固有の基準信号（ｅＣＲＳ）などのうちの１つまたは複数を含み得る。い
くつかの例では、ｅＳＩＢは、セル発見のためのシステム情報を与え得、リッスンビフォ
アトーク（ＬＢＴ）パラメータ（拡張ＣＣＡ（ｅＣＣＡ）カウンタパラメータ、ＣＣＡエ
ネルギーしきい値、基地局再同期のためのガード期間、またはそれらの何らかの組合せな
ど）、セル識別子（物理セル識別子（ＰＩＤ）、事業者（例えば、ＰＬＭＮ事業者）識別
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子、セルグローバル識別子（ＣＧＩ）、またはそれらの何らかの組合せなど）、無線フレ
ーム識別子（システムフレーム番号（ＳＦＮ）など）、およびタイミングなどを含み得る
。従って、いくつかの例では、（スタンドアロン実装形態用の）アクセスパラメータと（
キャリアアグリゲーション実装形態用の）ＬＢＴ／ＣＣＡパラメータの両方を送るために
、単一のＣＥＴサブフレーム５０５が使用され得る。
【００７０】
　[0084]　ＬＢＴ／ＣＣＡパラメータはまた、ＣＣＡが成功したと見なされるしきい値を
定義し、ｅＳＩＢにおいてアドバタイズされることもある、ＣＣＡエネルギーしきい値を
含み得る。ＬＢＴ／ＣＣＡパラメータはまた、基地局再同期のための期間を定義し、ｅＳ
ＩＢにおいてアドバタイズされることもある、ガード期間を含み得る。
【００７１】
　[0085]　図５に示されるように、ＣＥＴサブフレーム５０５は、無認可無線周波数スペ
クトル帯域に関連付けられ得、８０ミリ秒ごとなどの一定の間隔で、基地局によって送信
され、基地局の範囲内の任意のワイヤレスデバイスによって受信され得る。ＣＥＴサブフ
レーム５０５は、比較的短く、例えば、図５に示されるように１ミリ秒であり得る。一例
では、図５に示されるように、例えばｅＳＩＢを含むＣＥＴ送信サブフレーム５０５は、
８０ミリ秒間隔の初めに（例えば、サブフレーム０において）送信され得る。ＣＥＴサブ
フレーム５０５の送信はこのように周期的であり、また、いくつかの例では、ｅＳＩＢな
どのパラメータのうちの１つまたは複数は、ＣＥＴサブフレーム５０５のインスタンスご
とに基地局によって送信され得る。
【００７２】
　[0086]　上述のように、いくつかの例では、ＣＥＴサブフレーム５０５の間に送信され
るパラメータのうちのいくつかは、ＣＥＴサブフレーム５０５間のいくつかの時間に日和
見的に送信されることもある。例えば、ｅＳＩＢは、いくつかの例では、ＣＣＡが成功し
た場合、基地局が非ＣＥＴサブフレームの前にＣＣＡを行った後に、非ＣＥＴサブフレー
ムにおいて送信され得る。ｅＳＩＢのそのような非ＣＥＴ送信は、図５に示される８０ミ
リ秒間隔の２０ミリ秒マーカー、４０ミリ秒マーカー、および６０ミリ秒マーカーにおい
てなど、あらかじめ定義された間隔であり得る。ｅＳＩＢの非ＣＥＴ送信は、以下でより
詳細に説明されるように、動的に修正されたＬＢＴパラメータを通信するために、または
異なる時間間隔でｅＳＩＢの異なる冗長バージョンを与えるために使用され得る。
【００７３】
　[0087]　まだ図５を参照すると、一例では、ＣＥＴサブフレーム５０５の間の（ｅＳＩ
Ｂなどの）パラメータのうちの１つまたは複数の送信は、無認可無線周波数スペクトル帯
域に関連付けられたコンポーネントキャリアの帯域幅全体にまたがり得る。例えば、ｅＳ
ＩＢは、２．４Ｇｈｚまたは５ＧＨｚ帯域の場合は２０ＭＨｚコンポーネントキャリア全
体、３．５ＧＨｚ帯域の場合は１０ＭＨｚコンポーネントキャリア全体、９００ＭＨｚ帯
域の場合は５ＭＨｚコンポーネントキャリア全体などを使用して送信され得る。
【００７４】
　[0088]　図６は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法６００の一
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法６００は、図１または図２を参
照しながら説明された基地局１０５もしくは２０５、またはワイヤレスデバイス１１５も
しくは２１５のうちの１つまたは複数の態様を参照しながら以下で説明される。いくつか
の例では、基地局またはワイヤレスデバイスは、以下で説明される機能を行うように基地
局またはワイヤレスデバイスの機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセッ
トを実行し得る。
【００７５】
　[0089]　ブロック６０５において、方法６００は、ｅＰＳＳとｅＳＳＳとを復号するこ
とを含み得る。上述のように、いくつかの例では、基地局は、無線フレームのサブフレー
ム０（および、いくつかの例では、サブフレーム５）中のシンボル０および１中の中央の
６個のリソースブロックにおいてｅＰＳＳとｅＳＳＳとを送信し得る。これらの狭帯域ｅ
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ＰＳＳ／ｅＳＳＳ送信は、例えば、シンボルタイミングと、スロットタイミングと、サブ
フレームタイミングと、無線フレーム境界と、ＰＣＩとを決定するために使用され得る。
ｅＰＳＳ／ｅＳＳＳからの情報は、ブロック６１０に示されるように、広帯域ｅＣＲＳを
復号するのを支援するために使用され得る。いくつかの例では、ｅＣＲＳは、例えば、Ｐ
ＣＩ確認、ｅＳＩＢを取得するためのｅＰＤＣＣＨ共通探索空間の決定、またはＳＦＮタ
イミングの決定に使用され得る。
【００７６】
　[0090]　ブロック６１５において、ｅＳＩＢのＲＢロケーションが決定される。ｅＰＤ
ＣＣＨ共通探索空間は、ｅＳＩＢを含んでいる１つまたは複数のＲＢを含み得る。そのよ
うなＲＢは、指定されたネットワーク動作に従って決定され得、例えば、どのＲＢがｅＳ
ＩＢを含んでいるかという明示的な指定に従って、ＰＣＩに応じて、または何らかの他の
指定されたパラメータに応じて決定され得る。他の例では、ｅＳＩＢを含むＲＢは、例え
ば、ｅＳＩＢを含んでいるＲＢにマッピングされた２つ以上のビットを通じてなど、ｅＣ
ＲＳを介してシグナリングされ得る。このようにして、ｅＳＩＢは、複数のリソースブロ
ックを含むチャネル上で送信され得、基準信号は、ＳＩＢを含む複数のリソースブロック
のサブセットを示す。いくつかの例では、ｅＣＲＳは、物理セル識別子（ＰＣＩ）を含み
得、ウィズ複数のリソースブロックは、ＰＣＩにマッピングされる。他の例では、複数の
リソースブロックのサブセットは、ｅＣＲＳのタイミングに基づいてあらかじめ決定され
得るか、またはｅＣＲＳは、リソースブロックのサブセットのロケーションを示す情報を
含み得る。
【００７７】
　[0091]　上述のように、ワイヤレスデバイスが基地局とのワイヤレス通信を通じてネッ
トワークにアクセスしようとするとき、情報の項目のうちの１つは、受信されたシンボル
を復号するために使用され得るＳＦＮであり得る。いくつかの例では、ＳＦＮは、８個の
無線フレームおきになど、一定の数の無線フレームおきに増分される。従って、そのよう
な例では、ＳＦＮは８０ｍｓおきに増分される。ｅＳＩＢは、そのような例では、ＳＦＮ
が増分されると変化するが、その他の点では同じ情報を含んでいてもよく、このことは、
ソフト合成として知られる手順において、ｅＳＩＢのより信頼できる受信を実現するため
にｅＳＩＢの複数の送信が結合されることを可能にし得る。ソフト合成を行うために、ワ
イヤレスデバイスは、どの送信が同じｅＳＩＢ情報を含んでいるか（すなわち、いつＳＦ
Ｎが別のシンボルに対してあるシンボル中で増分されないか）と、従って送信が結合され
得ることとを知ることができる。
【００７８】
　[0092]　引き続き図６を参照すると、ＳＦＮタイミングは、特定の例によれば、ブロッ
ク６２０に従って決定され得る。ＳＦＮタイミングは、様々な技法に従って決定され得る
。一例では、ｅＣＲＳ周期は１０ｍｓであり得、ＣＥＴの周期（Ｎ＿ｃｅｔと呼ばれる）
で複数回、日和見的に送信されるｅＳＩＢ。例えば、図５のＮ＿ｃｅｔは８０ｍｓである
が、この周期はより長くてもよく、より短くてもよい。そのような一例では、ｅＳＩＢは
、Ｎ＿ｃｅｔ内の均一な間隔で送信され得る。例えば、ＣＥＴがサブフレーム０において
行われる場合、ｅＳＩＢの日和見的送信は、８０ｍｓのＮ＿ｃｅｔの間にサブフレーム２
０、４０、および６０（ｍｏｄ　８０）において行われ得る。同様に、ＣＥＴがサブフレ
ーム０において行われる場合、ｅＳＩＢの日和見的送信は、４０ｍｓのＮ＿ｃｅｔの間に
サブフレーム１０、２０、および３０（ｍｏｄ　４０）において行われ得る。そのような
例では、ｅＰＤＣＣＨは、ｅＳＩＢの冗長性を示し得る冗長バージョン（ＲＶ）を含み得
る。次いで、異なるＲＶは、保証された日和見的サブフレームにおいて送信され得る。次
いで、ワイヤレスデバイスは、ＲＶからＳＦＮタイミングを推測し得る。例えば、ＲＶと
サブフレーム番号（ｍｏｄ　Ｎ＿ｃｅｔ）との間に１対１マッピングが存在し得る。従っ
て、ＲＶ＝サブフレーム｛０、２０、４０、６０｝ｍｏｄ　８０中の｛０、１、２、３｝
である。次いで、ワイヤレスデバイスは、結合され得るサブフレームのうちのどれがｅＳ
ＩＢを含むかを決定することが可能になる。
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【００７９】
　[0093]　別の例では、ｅＣＲＳ周期は、Ｎ＿ｃｅｔ　ｍｓに設定され得る。そのように
して、ＳＦＮタイミングは、ｅＣＲＳの受信に基づいて推測され得、ｅＳＩＢは、一様で
ない時間間隔におけるＮ＿ｃｅｔ内で日和見的に送信され得る。従って、無認可無線周波
数スペクトル帯域のチャネルアクセスを求めて競合する他の送信機のせいで基地局が確実
にチャネルアクセスを得ることができない状況では、ｅＳＩＢは、ＣＣＡが成功した任意
の無線フレームにおいて送信され得る。ワイヤレスデバイスは、次のｅＣＲＳまでのｅＳ
ＩＢの後続の送信が同じＲＶを有することを、ｅＣＲＳ受信に基づいて知ることができる
。例えば、Ｎ＿ｃｅｔ＝８０である場合、ｅＳＩＢは、サブフレーム０におけるＣＥＴ送
信において受信され得、１つまたは複数の日和見的送信において、例を１つ挙げると、サ
ブフレーム１２、４２、５４（ｍｏｄ　８０）などにおいても受信され得る。
【００８０】
　[0094]　さらなる例では、ｅＰＤＣＣＨは、ＲＶインデックスをシグナリングするため
に、またはｅＳＩＢが結合され得るかどうかを決定するために使用され得る無線フレーム
番号を明示的にシグナリングするために使用され得る。そのような例では、ｅＣＲＳ周期
は１０ｍｓであり得、ｅＳＩＢは、一様でない時間間隔におけるＮ＿ｃｅｔ内で日和見的
に送信され得、従って、ＣＣＡが成功した任意の無線フレームにおいて送信され得る。ｅ
ＰＤＣＣＨにおいてシグナリングされたＲＶは、ＲＶインデックスに基づいてまたはＲＶ
中の無線フレーム番号の明示的なシグナリングに基づいてＳＦＮタイミングを推測するた
めに、ワイヤレスデバイスによって使用され得る。例えば、ＲＶインデックスは、ｅＳＩ
Ｂのどの送信が結合され得るかを推測するためにワイヤレスデバイスが使用し得る、ＲＶ
と無線フレーム番号（ｍｏｄ　Ｎ＿ｃｅｔ）との間のマッピングを有し得る。
【００８１】
　[0095]　またさらなる例では、ワイヤレスデバイスは、Ｄ－ＣＵＢＳ信号または発展型
物理制御フォーマットインジケータチャネル（ｅＰＣＦＩＣＨ）からＳＦＮタイミングを
推測し得る。そのような例では、ｅＣＲＳ周期は１０ｍｓであり得、一様でない時間間隔
におけるＮ＿ｃｅｔ内で日和見的に送信されるｅＳＩＢ、従って、ｅＳＩＢがＣＣＡが成
功した任意の無線フレームにおいて送信されることを可能にする。基地局は、Ｄ－ＣＵＢ
Ｓ送信において、またはＤ－ＣＵＢＳと同じシンボル中で送信されるｅＰＣＦＩＣＨ送信
においてＲＶ情報を伝えることができる。そのような例では、ワイヤレスデバイスは、Ｄ
－ＣＵＢＳまたはｅＰＣＦＩＣＨ送信からのｅＰＳＳ／ｅＳＳＳ獲得の後にＳＦＮタイミ
ングを推測し得る。Ｄ－ＣＵＢＳまたはｅＰＣＦＩＣＨ送信は、例えば、ビット数＝ｌｏ
ｇ２（Ｎ＿ｃｅｔ／１０）などの、ＳＦＮタイミングを示すいくつかのビットを含み得る
。この情報から、ワイヤレスデバイスはどのｅＳＩＢ送信が結合され得るかを推測し得る
。
【００８２】
　[0096]　引き続き図６を参照すると、ＳＦＮタイミングが決定された後、ブロック６２
５に示されるように、ｅＳＩＢを復号するために複数のＲＢからのシンボルが結合され得
るかどうかが決定される。複数のＲＢからのシンボルが結合され得る場合、ブロック６３
０に従って、ｅＳＩＢを含んでいるシンボルが結合される。シンボルが結合された後、ま
たは複数のＲＢからのシンボルを結合できない場合、ブロック６３５に示されるように、
ｅＳＩＢが復号される。上記で説明されたように、ｅＳＩＢは、例えば、ＳＦＮ、ＰＬＭ
Ｎ　ＩＤ、基地局アクセスパラメータ、またはＬＢＴパラメータなどの、セル発見のため
の情報の様々な項目を含んでいてもよい。
【００８３】
　[0097]　図７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置７０５のブロック図７００を示す。いくつかの例では、装置７０５は、基地局１０５
、２０５、もしくは２０５－ａのうちの１つもしくは複数の態様の一例であり得、または
、装置は、図１もしくは図２を参照しながら説明されたワイヤレスデバイス１１５、２１
５、２１５－ａ、２１５－ｂ、もしくは２１５－ｃのうちの１つもしくは複数の態様の一



(23) JP 6755861 B2 2020.9.16

10

20

30

40

50

例であり得る。装置７０５はまた、プロセッサであり得る。装置７０５は、受信機モジュ
ール７１０、ワイヤレス通信管理モジュール７２０、または送信機モジュール７３０を含
み得る。これらの構成要素の各々は、互いと通信していることがある。
【００８４】
　[0098]　装置７０５の構成要素は、個々にまたはまとめて、ハードウェアにおいて適用
可能な機能の一部または全部を行うように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）を使用して実装され得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処
理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で行われ得る。他の例
では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る、他のタイプの集積回
路（例えば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブル
ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニット
の機能はまた、全体的にまたは部分的に、メモリにおいて具現化され、１つまたは複数の
汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、命令
を用いて実装され得る
　[0099]　いくつかの例では、受信機モジュール１０１０は、認可無線周波数スペクトル
帯域（例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用できる認可無線周波数スペクトル帯域など
、無線周波数スペクトル帯域が特定の用途のために特定のユーザに認可されているので、
装置がアクセスを求めて競合しない無線周波数スペクトル帯域）または無認可無線周波数
スペクトル帯域（例えば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可用途
のために少なくとも部分的に利用可能であるので、装置がアクセスを求めて競合し得る無
線周波数スペクトル帯域）を介して送信を受信するように動作可能な少なくとも１つの無
線周波数（ＲＦ）受信機などの、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例
では、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域は、例えば
、図１、図２、図３、図４、図５、または図６を参照しながら説明されたように、ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。受信機モジュール７１０は、図１または図２を
参照しながら説明されたワイヤレス通信システム１００または２００の１つまたは複数の
通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを介して様々な
タイプのデータまたは制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信
リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域を介し
て確立され得る。
【００８５】
　[0100]　いくつかの例では、送信機モジュール７３０は、認可無線周波数スペクトル帯
域または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信するように動作可能な少なくとも
１つのＲＦ送信機など、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機モジュール７３
０は、図１または図２を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム１００または２
００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通
信リンクを介して様々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、送信）を送信するた
めに使用され得る。通信リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波
数スペクトル帯域を介して確立され得る。
【００８６】
　[0101]　いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール７２０は、装置７０５のた
めのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつかの
例では、ワイヤレス通信管理モジュール７２０は、ｅＳＩＢモジュール７３５、ＳＦＮタ
イミングモジュール７４０、またはＣＣＡ管理モジュール７４５を含み得る。これらの構
成要素の各々は、互いと通信していることがある。
【００８７】
　[0102]　いくつかの例では、ｅＳＩＢモジュール７３５は、上記で説明されたのと同様
に、ｅＳＩＢが送信される共通探索空間のためのロケーションを示すために使用され得、
ｅＳＩＢのＣＥＴまたは日和見的送信におけるロケーションを識別し得る。ＳＦＮタイミ
ングモジュール７４０は、上記で説明されたのと同様に、ｅＳＩＢの複数の送信が結合さ
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れ得ることを推測するために使用され得るＳＦＮタイミング情報を示すために使用され得
る。ＣＣＡ管理モジュール７４５は、本明細書で説明される様々な技法のいずれかに従っ
てＣＣＡ手順を行い得る。様々な監視されるチャネルパラメータ、タイミング、およびそ
こから導出され得る識別情報、並びにＣＣＡ技法は、上記の様々な例に関して説明されて
おり、簡潔のためにここでは繰り返されない。
【００８８】
　[0103]　図８は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置８０５のブロック図８００を示す。いくつかの例では、装置８０５は、基地局１０５
、２０５、もしくは２０５－ａのうちの１つもしくは複数の態様の一例であり得、装置は
、図１もしくは図２を参照しながら説明されたワイヤレスデバイス１１５、２１５、２１
５－ａ、２１５－ｂ、もしくは２１５－ｃのうちの１つもしくは複数の態様の一例であり
得、または、装置は、図７を参照しながら説明された装置７０５の態様の一例であり得る
。装置８０５はまた、プロセッサであり得る。装置８０５は、受信機モジュール８１０、
ワイヤレス通信管理モジュール８２０、または送信機モジュール８３０を含み得る。これ
らの構成要素の各々は、互いと通信していることがある。
【００８９】
　[0104]　装置８０５の構成要素は、個々にまたはまとめて、ハードウェアにおいて適用
可能な機能の一部または全部を行うように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用し
て実装され得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）
によって、１つまたは複数の集積回路上で行われ得る。他の例では、当技術分野で知られ
ている任意の方法でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（例えば、ストラクチャ
ード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され
得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、メモリにおいて具現化され、
１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマ
ットされた、命令を用いて実装され得る
　[0105]　いくつかの例では、受信機モジュール８１０は、図７を参照しながら説明され
た受信機モジュール７１０の１つまたは複数の態様の一例であり得る。いくつかの例では
、受信機モジュール８１０は、認可無線周波数スペクトル帯域（例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ通信に使用できる認可無線周波数スペクトル帯域など、無線周波数スペクトル帯域が
特定の用途のために特定のユーザに認可されているので、装置がアクセスを求めて競合し
ない無線周波数スペクトル帯域）または無認可無線周波数スペクトル帯域（例えば、無線
周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可用途のために少なくとも部分的に利
用可能であるので、装置がアクセスを求めて競合し得る無線周波数スペクトル帯域）を介
して送信を受信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機などの、少なくとも１
つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では、認可無線周波数スペクトル帯域または無
認可無線周波数スペクトル帯域は、例えば、図１、図２、図３、図４、図５、図６、また
は図７を参照しながら説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る
。受信機モジュール８１０は、場合によっては、認可無線周波数スペクトル帯域および無
認可無線周波数スペクトル帯域のための別個の受信機を含み得る。別個の受信機は、いく
つかの例では、認可無線周波数スペクトル帯域を介して通信するための認可無線周波数ス
ペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール８１２、および無認可無線周波数ス
ペクトル帯域を介して通信するための無認可無線周波数スペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ受信機モジュール８１４の形態をとり得る。受信機モジュール８１０はまた、他の無
線周波数スペクトル帯域を介して通信するためのまたは他の無線アクセス技術（例えば、
Ｗｉ－Ｆｉ）を介して通信するための受信機モジュールを含み得る。認可無線周波数スペ
クトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール８１２と、無認可無線周波数スペクト
ル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール８１４とを含む、受信機モジュール８１０
は、図１または図２を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム１００または２０
０の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信
リンクを介して様々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、送信）を受信するため
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に使用され得る。通信リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数
スペクトル帯域を介して確立され得る。
【００９０】
　[0106]　いくつかの例では、送信機モジュール８３０は、認可無線周波数スペクトル帯
域または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信するように動作可能な少なくとも
１つのＲＦ送信機など、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機モジュール８３
０は、場合によっては、認可無線周波数スペクトル帯域および無認可無線周波数スペクト
ル帯域のための別個の送信機を含み得る。別個の送信機は、いくつかの例では、認可無線
周波数スペクトル帯域を介して通信するための認可無線周波数スペクトル帯域用ＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール８３２、および無認可無線周波数スペクトル帯域を介して通
信するための無認可無線周波数スペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール８
３４の形態をとり得る。送信機モジュール８３０はまた、他の無線周波数スペクトル帯域
を介して通信するための、または他の無線アクセス技術（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ）を介して
通信するための送信機モジュールを含み得る。認可無線周波数スペクトル帯域用ＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール８３２と、無認可無線周波数スペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ送信機モジュール８３４とを含む、送信機モジュール８３０は、図１または図２を
参照しながら説明されたワイヤレス通信システム１００または２００の１つまたは複数の
通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを介して様々な
タイプのデータまたは制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。通信
リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域を介し
て確立され得る。
【００９１】
　[0107]　いくつかの例では、ワイヤレス通信管理モジュール８２０は、装置８０５のた
めのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつかの
例では、ワイヤレス通信管理モジュール８２０は、図７を参照しながら説明されたワイヤ
レス通信管理モジュール７２０の１つまたは複数の態様の一例であり得る。いくつかの例
では、ワイヤレス通信管理モジュール８２０は、ｅＳＩＢモジュール８３５、ＳＦＮタイ
ミングモジュール８４０、またはＣＣＡ管理モジュール８４５を含み得る。これらの構成
要素の各々は、互いと通信していることがある。
【００９２】
　[0108]　いくつかの例では、ｅＳＩＢモジュール８３５は、上記で説明されたのと同様
に、ｅＳＩＢが送信される共通探索空間のためのロケーションを示すために使用され得、
ｅＳＩＢのＣＥＴまたは日和見的送信におけるロケーションを識別し得る。ＳＦＮタイミ
ングモジュール８４０は、上記で説明されたのと同様に、ｅＳＩＢの複数の送信が結合さ
れ得ることを推測するために使用され得るＳＦＮタイミング情報を示すために使用され得
る。ＣＣＡ管理モジュール８４５は、本明細書で説明される様々な技法のいずれかに従っ
てＣＣＡ手順を行い得る。様々な監視されるチャネルパラメータ、タイミング、およびそ
こから導出され得る識別情報、並びにＣＣＡ技法は、上記の様々な例に関して説明されて
おり、簡潔のためにここでは繰り返されない。
【００９３】
　[0109]　図９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置９０５のブロック図９００を示す。いくつかの例では、装置９０５は、図１、または
図２を参照しながら説明された基地局１０５、２０５、または２０５－ａのうちの１つま
たは複数の態様の一例であり得る。装置９０５はまた、プロセッサであり得る。装置９０
５は、受信機モジュール９１０、基地局ワイヤレス通信管理モジュール９２０、または送
信機モジュール９３０を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いと通信していること
がある。
【００９４】
　[0110]　装置９０５の構成要素は、個々にまたはまとめて、ハードウェアにおいて適用
可能な機能の一部または全部を行うように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積
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回路（ＡＳＩＣ）を使用して実装され得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処
理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で行われ得る。他の例
では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る、他のタイプの集積回
路（例えば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブル
ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニット
の機能はまた、全体的にまたは部分的に、メモリにおいて具現化され、１つまたは複数の
汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、命令
を用いて実装され得る
　[0111]　いくつかの例では、受信機モジュール９１０は、認可無線周波数スペクトル帯
域（例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用できる認可無線周波数スペクトル帯域など、
無線周波数スペクトル帯域が特定の用途のために特定のユーザに認可されているので、装
置がアクセスを求めて競合しない無線周波数スペクトル帯域）または無認可無線周波数ス
ペクトル帯域（例えば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可用途の
ために少なくとも部分的に利用可能であるので、装置がアクセスを求めて競合し得る無線
周波数スペクトル帯域）を介して送信を受信するように動作可能な少なくとも１つの無線
周波数（ＲＦ）受信機などの、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例で
は、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域は、例えば、
図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７、または図８を参照しながら説明されたよう
に、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用され得る。受信機モジュール９１０は、図１または図
２を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム１００または２００の１つまたは複
数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを介して様
々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。
通信リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して確立され得る。
【００９５】
　[0112]　いくつかの例では、送信機モジュール９３０は、認可無線周波数スペクトル帯
域または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信するように動作可能な少なくとも
１つのＲＦ送信機などの、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機モジュール９
３０は、図１または図２を参照しながら説明されたワイヤレス通信システム１００または
２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の
通信リンクを介して様々なタイプのデータまたは制御信号（すなわち、送信）を送信する
ために使用され得る。通信リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周
波数スペクトル帯域を介して確立され得る。
【００９６】
　[0113]　いくつかの例では、基地局ワイヤレス通信管理モジュール９２０は、装置９０
５のためのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いく
つかの例では、基地局ワイヤレス通信管理モジュール９２０は、基地局ＳＦＮタイミング
情報モジュール９３５、または基地局ｅＳＩＢモジュール９４０を含み得る。これらの構
成要素の各々は、互いと通信していることがある。
【００９７】
　[0114]　いくつかの例では、基地局ＳＦＮタイミング情報モジュール９３５は、上記で
説明されたのと同様に、ＳＦＮを増分するためのタイミング情報を決定し、ｅＳＩＢの複
数の送信が結合され得るかどうかを決定する際に使用するためのＳＦＮタイミングの指示
を送信するために使用され得る。基地局ｅＳＩＢモジュール９４０は、上記で説明された
のと同様に、ｅＳＩＢが送信される共通探索空間のためのロケーションを示すために使用
され得、ｅＳＩＢのＣＥＴまたは日和見的送信におけるロケーションを識別し得る。様々
なＳＦＮタイミングおよびｅＳＩＢロケーション並びに結合技法は、上記の様々な例に関
して説明されており、簡潔のためにここでは繰り返されない。
【００９８】
　[0115]　図１０は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため



(27) JP 6755861 B2 2020.9.16

10

20

30

40

50

のワイヤレスデバイス１０１５（例えば、１つまたは複数の基地局と通信することが可能
なＵＥ）のブロック図１０００を示す。ワイヤレスデバイス１０１５は、様々な構成を有
し得、パーソナルコンピュータ（例えば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコン
ピュータ、タブレットコンピュータなど）、セルラー電話、ＰＤＡ、デジタルビデオレコ
ーダ（ＤＶＲ）、インターネットアプライアンス、ゲームコンソール、電子リーダーなど
含まれるか、またはその一部であり得る。ワイヤレスデバイス１０１５は、いくつかの例
では、モバイル動作を容易にするために、小型バッテリーなどの内部電源（図示せず）を
有し得る。いくつかの例では、ワイヤレスデバイス１０１５は、図１もしくは図２を参照
しながら説明されたワイヤレスデバイス１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、もし
くは２１５－ｃのうちの１つもしくは複数の態様、または、図７もしくは図８を参照しな
がら説明された装置７０５もしくは８０５のうちの１つもしくは複数の態様の一例であり
得る。ワイヤレスデバイス１０１５は、図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７、図
８、図９、または図１０を参照しながら説明されたワイヤレスデバイスの特徴および機能
のうちの少なくともいくつかを実装するように構成され得る。
【００９９】
　[0116]　ワイヤレスデバイス１０１５は、デバイスプロセッサモジュール１０１０、デ
バイスメモリモジュール１０２０、（デバイストランシーバモジュール１０３０によって
表される）少なくとも１つのデバイストランシーバモジュール、（デバイスアンテナ１０
４０によって表される）少なくとも１つのデバイスアンテナ、またはデバイスワイヤレス
通信管理モジュール１０６０を含み得る。これらの構成要素の各々は、１つまたは複数の
バス１０３５を介して、直接または間接的に互いと通信していることがある。
【０１００】
　[0117]　デバイスメモリモジュール１０２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）ま
たは読取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。デバイスメモリモジュール１０２０は、実
行されると、例えば、セル発見およびセルパラメータの関連する決定を含む、ワイヤレス
通信に関する本明細書で説明される様々な機能をデバイスプロセッサモジュール１０１０
に行わせるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能
コード１０２５を記憶し得る。代替的に、コード１０２５は、デバイスプロセッサモジュ
ール１０１０によって直接実行可能ではないことがあるが、（例えば、コンパイルされ実
行されると）本明細書で説明される様々な機能をワイヤレスデバイス１０１５に行わせる
ように構成され得る。
【０１０１】
　[0118]　デバイスプロセッサモジュール１０１０は、インテリジェントハードウェアデ
バイス（例えば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなど）を含み得る。デバイス
プロセッサモジュール１０１０は、デバイストランシーバモジュール１０３０を通じて受
信された情報またはデバイスアンテナ１０４０を通じた送信のためにデバイストランシー
バモジュール１０３０に送られるべき情報を処理し得る。デバイスプロセッサモジュール
１０１０は、単独でまたはデバイスワイヤレス通信管理モジュール１０６０とともに、第
１の無線周波数スペクトル帯域（例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用できる認可無線
周波数スペクトル帯域など、無線周波数スペクトル帯域が特定の用途のために特定のユー
ザに認可されているので、装置がアクセスを求めて競合しない認可無線周波数スペクトル
帯域）または第２の無線周波数スペクトル帯域（例えば、無線周波数スペクトル帯域がＷ
ｉ－Ｆｉ用途などの無認可用途のために利用可能であるので、装置がアクセスを求めて競
合し得る無認可無線周波数スペクトル帯域）を介して通信すること（またはその帯域を介
した通信を管理すること）の様々な態様を扱い得る。
【０１０２】
　[0119]　デバイストランシーバモジュール１０３０は、パケットを変調し、変調された
パケットを送信のためにデバイスアンテナ１０４０に与え、デバイスアンテナ１０４０か
ら受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。デバイストランシ
ーバモジュール１０３０は、いくつかの例では、１つまたは複数のデバイス送信機モジュ



(28) JP 6755861 B2 2020.9.16

10

20

30

40

50

ールおよび１つまたは複数の別個のデバイス受信機モジュールとして実装され得る。デバ
イストランシーバモジュール１０３０は、第１の無線周波数スペクトル帯域または第２の
無線周波数スペクトル帯域における通信をサポートし得る。デバイストランシーバモジュ
ール１０３０は、図１、または図２を参照しながら説明された基地局１０５、２０５、ま
たは２０５－ａのうちの１つまたは複数と、デバイスアンテナ１０４０を介して双方向に
通信するように構成され得る。ワイヤレスデバイス１０１５は単一のデバイスアンテナを
含み得るが、ワイヤレスデバイス１０１５が複数のデバイスアンテナ１０４０を含み得る
例があり得る。
【０１０３】
　[0120]　デバイス状態モジュール１０５０は、例えば、無線リソース制御（ＲＲＣ）ア
イドル状態とＲＲＣ接続状態との間のワイヤレスデバイス１０１５の遷移を管理するため
に使用され得、１つまたは複数のバス１０３５を介して、直接または間接的にワイヤレス
デバイス１０１５の他の構成要素と通信していることがある。デバイス状態モジュール１
０５０またはそれの部分は、プロセッサを含み得、または、デバイス状態モジュール１０
５０の機能の一部または全部は、デバイスプロセッサモジュール１０１０によってまたは
デバイスプロセッサモジュール１０１０とともに行われ得る。
【０１０４】
　[0121]　デバイスワイヤレス通信管理モジュール１０６０は、第１の無線周波数スペク
トル帯域または第２の無線周波数スペクトル帯域を介したワイヤレス通信に関する、図１
、図２、図３、図４、図５、図６、図７、図８、または図９を参照しながら説明された特
徴または機能の一部または全部を行うまたは制御するように構成され得る。例えば、デバ
イスワイヤレス通信管理モジュール１０６０は、第１の無線周波数スペクトル帯域または
第２の無線周波数スペクトル帯域を使用して、補助ダウンリンクモード、キャリアアグリ
ゲーションモード、またはスタンドアロンモードをサポートするように構成され得る。デ
バイスワイヤレス通信管理モジュール１０６０は、第１の無線周波数スペクトル帯域にお
けるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された認可無線周波数スペクトル帯域用デ
バイスＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１０６５と、第２の無線周波数スペクトル帯域にお
けるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された無認可無線周波数スペクトル帯域用
デバイスＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１０７０とを含み得る。デバイスワイヤレス通信
管理モジュール１０６０またはそれの部分は、プロセッサを含み得、または、デバイスワ
イヤレス通信管理モジュール１０６０の機能の一部または全部は、デバイスプロセッサモ
ジュール１０１０によってまたはデバイスプロセッサモジュール１０１０とともに行われ
得る。いくつかの例では、デバイスワイヤレス通信管理モジュール１０６０は、図７また
は図８を参照しながら説明されたワイヤレス通信管理モジュール７２０または８２０の一
例であり得る。
【０１０５】
　[0122]　図１１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の基地局１１０５（例えば、ｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）のブロック図１
１００を示す。いくつかの例では、基地局１１０５は、図１、図２、または図９を参照し
ながら説明された基地局１０５、２０５、２０５－ａ、または９０５の１つまたは複数の
態様の一例であり得る。基地局１１０５は、図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７
、図８、または図９を参照しながら説明された基地局の特徴および機能のうちの少なくと
もいくつかを実装するかまたは容易にするように構成され得る。
【０１０６】
　[0123]　基地局１１０５は、基地局プロセッサモジュール１１１０、基地局メモリモジ
ュール１１２０、（基地局トランシーバモジュール１１５０によって表される）少なくと
も１つの基地局トランシーバモジュール、（基地局アンテナ１１５５によって表される）
少なくとも１つの基地局アンテナ、または基地局ワイヤレス通信管理モジュール１１６０
を含み得る。基地局１１０５はまた、基地局通信モジュール１１３０またはネットワーク
通信モジュール１１４０のうちの１つまたは複数を含み得る。これらの構成要素の各々は
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、１つまたは複数のバス１１３５を介して、直接または間接的に互いと通信していること
がある。
【０１０７】
　[0124]　基地局メモリモジュール１１２０は、ＲＡＭまたはＲＯＭを含み得る。基地局
メモリモジュール１１２０は、実行されると、例えば、ＣＥＴ送信および非ＣＥＴ送信の
スケジューリングを含む、ワイヤレス通信に関する本明細書で説明される様々な機能を基
地局プロセッサモジュール１１１０に行わせるように構成された命令を含んでいるコンピ
ュータ可読、コンピュータ実行可能コード１１２５を記憶し得る。代替的に、コード１１
２５は、基地局プロセッサモジュール１１１０によって直接実行可能ではないことがある
が、（例えば、コンパイルされ実行されると）本明細書で説明される様々な機能を基地局
１１０５に行わせるように構成され得る。
【０１０８】
　[0125]　基地局プロセッサモジュール１１１０は、インテリジェントハードウェアデバ
イス（例えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなど）を
含み得る。基地局プロセッサモジュール１１１０は、基地局トランシーバモジュール１１
５０、基地局通信モジュール１１３０、またはネットワーク通信モジュール１１４０を通
じて受信された情報を処理し得る。基地局プロセッサモジュール１１１０はまた、アンテ
ナ１１５５を通じた送信のためにトランシーバモジュール１１５０に、１つまたは複数の
他の基地局１１０５－ａおよび１１０５－ｂへの送信のために基地局通信モジュール１１
３０に、または、図１を参照しながら説明されたコアネットワーク１３０の１つまたは複
数の態様の一例であり得るコアネットワーク１１４５への送信のためにネットワーク通信
モジュール１１４０に送られるべき情報を処理し得る。基地局プロセッサモジュール１１
１０は、単独でまたは基地局ワイヤレス通信管理モジュール１１６０とともに、第１の無
線周波数スペクトル帯域（例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用できる認可無線周波数
スペクトル帯域など、無線周波数スペクトル帯域が特定の用途のために特定のユーザに認
可されているので、装置がアクセスを求めて競合しない認可無線周波数スペクトル帯域）
または第２の無線周波数スペクトル帯域（例えば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆ
ｉ用途などの無認可用途のために利用可能であるので、装置がアクセスを求めて競合し得
る無認可無線周波数スペクトル帯域）を介して通信すること（またはその帯域を介した通
信を管理すること）の様々な態様を扱い得る。
【０１０９】
　[0126]　基地局トランシーバモジュール１１５０は、パケットを変調し、変調されたパ
ケットを送信のために基地局アンテナ１１５５に与え、基地局アンテナ１１５５から受信
されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局トランシーバモジ
ュール１１５０は、いくつかの例では、１つまたは複数の基地局送信機モジュールおよび
１つまたは複数の別個の基地局受信機モジュールとして実装され得る。基地局トランシー
バモジュール１１５０は、第１の無線周波数スペクトル帯域または第２の無線周波数スペ
クトル帯域における通信をサポートし得る。基地局トランシーバモジュール１１５０は、
図１、図２、もしくは図１０を参照しながら説明されたワイヤレスデバイス１１５、２１
５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、もしくは１０１５のうちの１つもしくは複数
、または、図７もしくは図８を参照しながら説明された装置７０５もしくは８０５のうち
の１つもしくは複数など、１つまたは複数のワイヤレスデバイスまたは装置と、アンテナ
１１５５を介して双方向に通信するように構成され得る。基地局１１０５は、例えば、複
数の基地局アンテナ１１５５（例えば、アンテナアレイ）を含み得る。基地局１１０５は
、ネットワーク通信モジュール１１４０を通じてコアネットワーク１１４５と通信し得る
。基地局１１０５はまた、基地局通信モジュール１１３０を使用して、基地局１１０５－
ａおよび１１０５－ｂなどの他の基地局と通信し得る。
【０１１０】
　[0127]　基地局ワイヤレス通信管理モジュール１１６０は、セル発見において使用する
ための情報を送信するためのＣＥＴ動作および非ＣＥＴ動作に関する、図１、図２、図３
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、図４、図５、図６、図７、図８、または図９を参照しながら説明された特徴または機能
の一部または全部を行うまたは制御するように構成され得る。基地局ワイヤレス通信管理
モジュール１１６０は、第１の無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通
信を扱うように構成された認可無線周波数スペクトル帯域用基地局ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモ
ジュール１１６５、または第２の無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
通信を扱うように構成された無認可無線周波数スペクトル帯域用基地局ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａモジュール１１７０を含み得る。基地局ワイヤレス通信管理モジュール１１６０または
それの部分は、プロセッサを含み得、もしくは、基地局ワイヤレス通信管理モジュール１
１６０の機能の一部または全部は、基地局プロセッサモジュール１１１０によってまたは
基地局プロセッサモジュール１１１０とともに行われ得る。
【０１１１】
　[0128]　図１２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１２００
の一例を示すフローチャートである。明快にするために、方法１２００は、図１、図２、
図９、もしくは図１１を参照しながら説明された基地局１０５、２０５、２０５－ａ、９
０５、もしくは１１０５のうちの１つもしくは複数の態様、または図７、もしくは図８を
参照しながら説明された装置７０５、もしくは８０５のうちの１つもしくは複数の態様を
参照しながら以下で説明される。いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、以下で説明
される機能を行うようにワイヤレスデバイスの機能要素を制御するためのコードの１つま
たは複数のセットを実行し得る。
【０１１２】
　[0129]　ブロック１２０５において、方法１２００は、基地局に関する複数のパラメー
タを備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を生成することを含み得る。ブロック１２０
５における動作は、図７、図８、図９、もしくは図１１を参照しながら説明されたワイヤ
レス通信管理モジュール７２０、８２０、９２０、もしくは１１６０、または図７、図８
、もしくは図９を参照しながら説明されたｅＳＩＢモジュール７３５、８３５、もしくは
９４０を使用して行われ得る。
【０１１３】
　[0130]　ブロック１２１０において、方法１２００は、無認可無線周波数スペクトル帯
域上の制御チャネルを介してＳＩＢを送信することを含み得る。ブロック１２１０におけ
る動作は、図７、図８、図９、もしくは図１１を参照しながら説明されたワイヤレス通信
管理モジュール７２０、８２０、９２０、もしくは１１６０、図７、図８、もしくは図９
を参照しながら説明された送信機モジュール７３０、８３０、もしくは９３０、または図
１１を参照しながら説明された基地局トランシーバモジュール１１５０および基地局アン
テナ１１５５を使用して行われ得る。
【０１１４】
　[0131]　ブロック１２１５において、方法１２００は、ＳＩＢを含む制御チャネルの一
部分を示す基準信号を送信することを含み得る。ブロック１２１５における動作は、図７
、図８、図９、もしくは図１１を参照しながら説明されたワイヤレス通信管理モジュール
７２０、８２０、９２０、もしくは１１６０、図７、図８、もしくは図９を参照しながら
説明された送信機モジュール７３０、８３０、もしくは９３０、または図１１を参照しな
がら説明された基地局トランシーバモジュール１１５０および基地局アンテナ１１５５を
使用して行われ得る。
【０１１５】
　[0132]　このようにして、方法１２００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１２００
は一実装形態にすぎず、方法１２００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成
されるかまたは別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０１１６】
　[0133]　図１３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１３００
の一例を示すフローチャートである。明快にするために、方法１３００は、図１、図２、
図９、もしくは図１１を参照しながら説明された基地局１０５、２０５、２０５－ａ、９
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０５、もしくは１１０５のうちの１つもしくは複数の態様、または図７、もしくは図８を
参照しながら説明された装置７０５、もしくは８０５のうちの１つもしくは複数の態様を
参照しながら以下で説明される。いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、以下で説明
される機能を行うようにワイヤレスデバイスの機能要素を制御するためのコードの１つま
たは複数のセットを行い得る。
【０１１７】
　[0134]　ブロック１３０５において、方法１３００は、基地局からの複数のデータ送信
を復号する際に使用するためのシーケンスフレーム番号（ＳＦＮ）を備えるシステム情報
ブロック（ＳＩＢ）を生成することを含み得る。ブロック１３０５における動作は、図７
、図８、図９、もしくは図１１を参照しながら説明されたワイヤレス通信管理モジュール
７２０、８２０、９２０、もしくは１１６０、または図７、図８、もしくは図９を参照し
ながら説明されたＳＦＮタイミングモジュール７４０、８４０、もしくは９３５を使用し
て行われ得る。
【０１１８】
　[0135]　ブロック１３１０において、方法１３００は、無認可無線周波数スペクトル帯
域を介して複数のＳＩＢ送信上でＳＩＢを送信することを含み得る。ブロック１３１０に
おける動作は、図７、図８、図９、もしくは図１１を参照しながら説明されたワイヤレス
通信管理モジュール７２０、８２０、９２０、もしくは１１６０、図７、図８、もしくは
図９を参照しながら説明された送信機モジュール７３０、８３０、もしくは９３０、また
は図１１を参照しながら説明された基地局トランシーバモジュール１１５０および基地局
アンテナ１１５５を使用して行われ得る。
【０１１９】
　[0136]　ブロック１３１５において、方法１３００は、ＳＩＢを復号するためにＳＩＢ
送信の２つ以上が結合され得るという指示を送信することを含み得る。ブロック１３１５
における動作は、図７、図８、図９、もしくは図１１を参照しながら説明されたワイヤレ
ス通信管理モジュール７２０、８２０、９２０、もしくは１１６０、図７、図８、もしく
は図９を参照しながら説明された送信機モジュール７３０、８３０、もしくは９３０、ま
たは図１１を参照しながら説明された基地局トランシーバモジュール１１５０および基地
局アンテナ１１５５を使用して行われ得る。
【０１２０】
　[0137]　このようにして、方法１３００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１３００
は一実装形態にすぎず、方法１３００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成
されるかまたは別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０１２１】
　[0138]　図１４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１４００
の一例を示すフローチャートである。明快にするために、方法１４００は、図１、図２、
もしくは図１０を参照しながら説明されたワイヤレスデバイス１１５、２１５、２１５－
ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、もしくは１００５のうちの１つまたは複数の態様、または
図７、もしくは図８を参照しながら説明された装置７０５、もしくは８０５のうちの１つ
または複数の態様を参照しながら以下で説明される。いくつかの例では、ワイヤレスデバ
イスは、以下で説明される機能を行うようにワイヤレスデバイスの機能要素を制御するた
めのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１２２】
　[0139]　ブロック１４０５において、方法１４００は、無認可無線周波数スペクトル帯
域を介して基準信号を受信することを含み得、基準信号は、システム情報ブロック（ＳＩ
Ｂ）を含む制御チャネルの一部分を示し、ＳＩＢは、基地局に関する複数のパラメータを
備える。ブロック１４０５における動作は、図７、図８、もしくは図１０を参照しながら
説明されたワイヤレス通信管理モジュール７２０、８２０、もしくは１０６０、図７、も
しくは図８を参照しながら説明された受信機モジュール７１０、もしくは８１０、または
図１０を参照しながら説明されたデバイストランシーバモジュール１０３０およびデバイ
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スアンテナ１０４０を使用して行われ得る。
【０１２３】
　[0140]　ブロック１４１０において、方法１４００は、制御チャネルを受信することを
含み得る。ブロック１４０５における動作は、図７、図８、もしくは図１０を参照しなが
ら説明されたワイヤレス通信管理モジュール７２０、８２０、もしくは１０６０、図７、
もしくは図８を参照しながら説明された受信機モジュール７１０、もしくは８１０、また
は図１０を参照しながら説明されたデバイストランシーバモジュール１０３０およびデバ
イスアンテナ１０４０を使用して行われ得る。
【０１２４】
　[0141]　ブロック１４１５において、方法１４００は、ＳＩＢを含む制御チャネルの示
された部分に基づいてＳＩＢを復号することを含み得る。ブロック１４０５における動作
は、図７、図８、または図１０を参照しながら説明されたワイヤレス通信管理モジュール
７２０、８２０、または１０６０を使用して行われ得る。
【０１２５】
　[0142]　このようにして、方法１４００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１４００
は一実装形態にすぎず、方法１４００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成
されるかまたは別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０１２６】
　[0143]　図１５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１５００
の一例を示すフローチャートである。明快にするために、方法１５００は、図１、図２、
もしくは図１０を参照しながら説明されたワイヤレスデバイス１１５、２１５、２１５－
ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、もしくは１００５のうちの１つもしくは複数の態様、また
は、図７、もしくは図８を参照しながら説明された装置７０５、もしくは８０５のうちの
１つもしくは複数の態様を参照しながら以下で説明される。いくつかの例では、ワイヤレ
スデバイスは、以下で説明される機能を行うようにワイヤレスデバイスの機能要素を制御
するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１２７】
　[0144]　ブロック１５０５において、方法１５００は、基地局からの複数のデータ送信
を復号する際に使用するためのシーケンスフレーム番号（ＳＦＮ）を備えるシステム情報
ブロック（ＳＩＢ）を復号するために２つ以上の受信された送信が結合され得るという指
示を受信することを含み得る。ブロック１５０５における動作は、図７、図８、もしくは
図１０を参照しながら説明されたワイヤレス通信管理モジュール７２０、８２０、もしく
は１０６０、図７、もしくは図８を参照しながら説明された受信機モジュール７１０、も
しくは８１０、または図１０を参照しながら説明されたデバイストランシーバモジュール
１０３０およびデバイスアンテナ１０４０を使用して行われ得る。
【０１２８】
　[0145]　ブロック１５１０において、方法１５００は、２つ以上の受信された送信を結
合することを含み得る。ブロック１５０５における動作は、図７、図８、または図１０を
参照しながら説明されたワイヤレス通信管理モジュール７２０、８２０、または１０６０
を使用して行われ得る。
【０１２９】
　[0146]　ブロック１５１５において、方法１５００は、結合された送信に基づいてＳＩ
Ｂを復号することを含み得る。ブロック１５０５における動作は、図７、図８、または図
１０を参照しながら説明されたワイヤレス通信管理モジュール７２０、８２０、または１
０６０を使用して行われ得る。
【０１３０】
　[0147]　このようにして、方法１５００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１５００
は一実装形態にすぎず、方法１５００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成
されるかまたは別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０１３１】
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　[0148]　いくつかの例では、図１２、図１３、図１４、または図１５を参照しながら説
明された方法１２００、１３００、１４００、または１５００のうちの１つまたは複数の
態様が組み合わされ得る。
【０１３２】
　[0149]　添付の図面に関して上記に記載された発明を実施するための形態は、例につい
て説明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る例のみを表すものではない
。「例」および「例示的」という用語は、本明細書で使用されるとき、「例、事例、また
は例示として働く」ことを意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利である」こと
を意味するものではない。発明を実施するための形態は、説明された技法の理解を与える
ための具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細なし
に実践され得る。いくつかの事例では、説明された例の概念を不明瞭にすることを避ける
ために、よく知られている構造および装置は、ブロック図の形態で示されている。
【０１３３】
　[0150]　情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され
得る。例えば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子
、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１３４】
　[0151]　本明細書の本開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュー
ルは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡもしく
は他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハード
ウェア構成要素、または本明細書で説明される機能を行うように設計されたそれらの任意
の組合せを用いて実施または行われ得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得
るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの
組合せ（例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、Ｄ
ＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよう
な構成）としても実装され得る。
【０１３５】
　[0152]　本明細書で説明される機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行される
ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッ
サによって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令ま
たはコードオンとして非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、または非一時的
コンピュータ可読媒体を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添
付の特許請求の範囲の範囲および趣旨内にある。例えば、ソフトウェアの性質により、上
記で説明された機能は、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリン
グ、またはこれらのいずれかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装さ
れ得る。機能を実装する特徴はまた、機能の部分が異なる物理ロケーションにおいて実装
されるように分散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許
請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」が後に続
く項目の列挙中で使用される「または」は、例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なく
とも１つ」の列挙がＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（
すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【０１３６】
　[0153]　コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。
記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒
体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスク
ストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または、命令もしくはデータ構造の形
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態の所望のプログラムコード手段を搬送もしくは記憶するために使用され得、汎用もしく
は専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意
の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に
呼ばれる。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア
、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤ
レス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される
場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線
、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用さ
れるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）
、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディス
ク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ
（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再
生し、ディスク（disc）は、レーザーを用いてデータを光学的に再生する。上記の組合せ
も、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１３７】
　[0154]　本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用できるよう
に与えたものである。本開示への様々な修正は当業者に容易に明らかになり、本明細書で
定義される一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく、他の変形形態に
適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例また
は一事例を示すものであり、言及された例についてのいかなる選好も暗示または要求する
ものではない。従って、本開示は、本明細書で説明される例および設計に限定されるべき
ではなく、本明細書で開示される原理および新規の特徴と一致する最も広い範囲を与えら
れるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス通信の方法であって、
　基地局に関する複数のパラメータを備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を生成する
ことと、
　無認可無線周波数スペクトル帯域上の制御チャネルを介して前記ＳＩＢを送信すること
と、
　前記ＳＩＢを含む前記制御チャネルの一部分を示す基準信号を送信することとを備える
方法。
[Ｃ２]　前記制御チャネルが、複数のリソースブロックを備え、前記基準信号が、前記Ｓ
ＩＢを含む前記複数のリソースブロックのサブセットを示す、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記基準信号が、物理セル識別子（ＰＣＩ）を備え、前記複数のリソースブロッ
クの前記サブセットが、前記ＰＣＩにマッピングされる、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]　前記複数のリソースブロックの前記サブセットが、前記基準信号のタイミングに
基づいてあらかじめ決定される、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ５]　前記基準信号が、リソースブロックの前記サブセットのロケーションを示す情報
を備える、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ６]　前記ＳＩＢが、前記基地局に関連付けられたクリアチャネルアセスメント（ＣＣ
Ａ）免除送信（ＣＥＴ）サブフレームの間に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介し
て送信される、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ７]　日和見的システム情報ブロック送信に関連付けられた非ＣＣＡ免除送信（非ＣＥ
Ｔ）サブフレームの前にクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を行うことと、
　前記ＣＣＡが成功すると、前記非ＣＥＴサブフレーム上で前記ＳＩＢを送信することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ８]　前記複数のパラメータが、システムフレーム番号（ＳＦＮ）を備える、Ｃ１に記
載の方法。
[Ｃ９]　前記基準信号が、無線フレームの長さを超える周期で送信される、Ｃ８に記載の
方法。



(35) JP 6755861 B2 2020.9.16

10

20

30

40

50

[Ｃ１０]　前記周期が、前記ＳＦＮを増分するための時間期間に対応する、Ｃ９に記載の
方法。
[Ｃ１１]　ワイヤレス通信の方法であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域を介して基準信号を受信することと、前記基準信号は
、システム情報ブロック（ＳＩＢ）を含む制御チャネルの一部分を示し、前記ＳＩＢは、
基地局に関する複数のパラメータを備える、
　前記制御チャネルを受信することと、
　前記ＳＩＢを含む前記制御チャネルの前記示された部分に基づいて前記ＳＩＢを復号す
ることとを備える方法。
[Ｃ１２]　前記制御チャネルが、複数のリソースブロックを備え、前記基準信号が、前記
ＳＩＢを含む前記複数のリソースブロックのサブセットを示す、Ｃ１１に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記基準信号が、物理セル識別子（ＰＣＩ）を備え、前記複数のリソースブロ
ックの前記サブセットが、前記ＰＣＩにマッピングされる、Ｃ１２に記載の方法。
[Ｃ１４]　前記基準信号が、リソースブロックの前記サブセットのロケーションを示す情
報を備える、Ｃ１２に記載の方法。
[Ｃ１５]　前記複数のパラメータが、システムフレーム番号（ＳＦＮ）を備える、Ｃ１１
に記載の方法。
[Ｃ１６]　前記基準信号が、無線フレームの長さを超える周期で送信される、Ｃ１１に記
載の方法。
[Ｃ１７]　前記周期が、前記ＳＦＮを増分するための時間期間に対応する、Ｃ１６に記載
の方法。
[Ｃ１８]　前記復号することが、
　前記ＳＩＢの複数の送信を含む複数のリソースブロックを結合することと、
　前記ＳＩＢを生成するために前記結合された複数のリソースブロックを復号することと
を備える、Ｃ１７に記載の方法。
[Ｃ１９]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　基地局に関する複数のパラメータを備えるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を生成する
ための手段と、
　無認可無線周波数スペクトル帯域上の制御チャネルを介して前記ＳＩＢを送信するため
の手段と、
　前記ＳＩＢを含む前記制御チャネルの一部分を示す基準信号をトランスミットするため
の手段とを備える装置。
[Ｃ２０]　前記制御チャネルが、複数のリソースブロックを備え、前記基準信号が、前記
ＳＩＢを含む前記複数のリソースブロックのサブセットを示す、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２１]　前記基準信号が、物理セル識別子（ＰＣＩ）を備え、前記複数のリソースブロ
ックの前記サブセットが、前記ＰＣＩにマッピングされる、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記複数のリソースブロックの前記サブセットが、前記基準信号のタイミング
に基づいてあらかじめ決定される、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２３]　前記ＳＩＢが、前記基地局に関連付けられたクリアチャネルアセスメント（Ｃ
ＣＡ）免除送信（ＣＥＴ）サブフレームの間に前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して送信される、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２４]　日和見的システム情報ブロック送信に関連付けられた非ＣＣＡ免除送信（非Ｃ
ＥＴ）サブフレームの前にクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を行うための手段と、
　前記ＣＣＡが成功すると、前記非ＣＥＴサブフレーム上で前記ＳＩＢを送信するための
手段とをさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記複数のパラメータが、システムフレーム番号（ＳＦＮ）を備える、Ｃ１９
に記載の装置。
[Ｃ２６]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域を介して基準信号を受信するための手段と、前記基準
信号は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）を含む制御チャネルの一部分を示し、前記ＳＩ
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Ｂは、基地局に関する複数のパラメータを備える、
　前記制御チャネルを受信するための手段と、
　前記ＳＩＢを含む前記制御チャネルの前記示された部分に基づいて前記ＳＩＢを復号す
るための手段とを備える装置。
[Ｃ２７]　前記制御チャネルが、複数のリソースブロックを備え、前記基準信号が、前記
ＳＩＢを含む前記複数のリソースブロックのサブセットを示す、Ｃ２６に記載の装置。
[Ｃ２８]　前記基準信号が、物理セル識別子（ＰＣＩ）を備え、前記複数のリソースブロ
ックの前記サブセットが、前記ＰＣＩにマッピングされる、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ２９]　前記基準信号が、リソースブロックの前記サブセットのロケーションを示す情
報を備える、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ３０]　前記複数のパラメータが、システムフレーム番号（ＳＦＮ）を備える、Ｃ２６
に記載の装置。

【図１】 【図２】
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